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新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
と
し

て
、世
界
を
リ
ー
ド
す
る
諸
外
国
の
研
究
大
学
は
、価

値
創
造
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
さ
ら
に
高
め
、社
会

改
革
を
牽
引
す
る
機
関
へ
と
進
化
し
て
い
る
。そ
の
よ
う

な
環
境
下
で
の
、世
界
と
伍
す
る
研
究
大
学
の
実
現
に

向
け
た
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
は
、大
学
や
そ
れ
を
取
り

巻
く
環
境
に
対
す
る
国
の
強
い
危
機
感
と
大
い
な
る
期

待
の
表
れ
で
、多
く
の
大
学
が
そ
の
動
向
を
注
視
し
て

お
り
、ガ
バ
ナ
ン
ス
や
事
業
戦
略
・
財
務
戦
略
、教
育
研

究
環
境
の
あ
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。本
学
は
、

自
ら
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
よ
り
良
い
社
会
の
構

築
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
信
念
の
下
、創
立
者
の

意
志
を
受
け
継
い
で
良
心
教
育
を
実
践
し
、社
会
で
活
躍

す
る
人
物
を
世
に
送
り
出
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
学
校
法
人
に
よ
り一
層
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
求
め
ら

れ
る
中
、本
学
は「
同
志
社
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
5

|
躍
動
す
る
同
志
社
大
学
|
」（
以
下「
ビ
ジ
ョ
ン
」と
い

う
）及
び
そ
の
中
期
行
動
計
画
が
学
校
法
人
同
志
社

の
中
期
的
な
事
業
計
画
の
主
軸
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、自
律
的
に
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
ま
で

の
成
果
や
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、コロ
ナ
禍
を
経
て

2
0
2
2
年
度 

予
算
編
成
方
針
に
つい
て

2
0
2
2
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、法
人
の
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
、2
0
2
1
年
10
月
7
日
の
大
学

予
算
委
員
会
お
よ
び
大
学
評
議
会
で
審
議
の
う
え
決
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
方
針
に
基
づ
き
予
算
編
成

を
行
い
、一
層
の
教
育
研
究
環
境
の
維
持・充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、予
算
の
詳
細
に
つ
い
て

は
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

2
0
2
2
年
4
月 

同
志
社
大
学
新
島
塾

第
4
期
開
塾

文
理
の
垣
根
を
越
え
た
リ
ー
ダ
ー
養
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

同
志
社
大
学 

2
0
2
5

A
L
L 

D
O
S
H
I
S
H
A 
募
金

学
生
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
、同
志
社
大
学
は
募
金
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す

VISION 2025の推進
150,410,099円

課外活動支援
248,939,437円

施設設備整備
57,482,956円

奨学金給付
225,015,818円

寄付累計金額
1,184,142,093円　

（2017年10月1日～
   2022年2月28日の累計）

使途指定なし 
502,293,783円

お問い合わせ先 同志社大学 学長室 募金課
　
〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入

TEL：075-251-3230　 FAX：075-251-3097　Email：ji-bokin@mail.doshisha.ac.jp

「
ニュ
ー
ノ
ー
マルへ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
要
素
を
取
り
入
れ
た

中
期
行
動
計
画
と
、年
度
ご
と
に
進
め
る
事
業
と
の
連

関
性
を
よ
り
強
く
意
識
し
、同
志
社
大
学
創
立

1
5
0
周
年
記
念
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
含
め
、本
年

度
の
予
算
編
成
を
進
め
る
。

　
教
学
面
で
は
、コロ
ナ
禍
の
経
験
に
よ
り
改
め
て
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
、対
面
授
業
と
ネ
ッ
ト
配
信
授
業
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
を
学
生
が
最
大
限
享
受
で
き
る
よ
う
、よ

り
快
適
で
充
実
し
た
情
報
環
境
を
意
識
し
、ま
た
、安

心
し
て
対
面
授
業
を
実
施
で
き
る
教
室
等
の
整
備
を

進
め
る
。ま
た
、数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス・
A
I
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、国
際
主
義
の
深
化
に
向
け
た
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
や
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
と
の
緊
密
化
、教
育

研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
研
究
活
動
推
進
や
若

手
研
究
者
が
研
究
活
動
に
専
念
で
き
る
制
度
運
用
等
、

新
た
な
取
り
組
み
を
精
力
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
教
育
研
究
環
境
の
面
で
は
、イ
ン
フ
ラ
系
情
報
シ
ス
テ

ム
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
通
じ
て
情
報
環
境
の一
層
の
充
実
を

図
る
。ま
た
、寧
静
館
及
び
育
真
館
改
築
等
工
事
を
進

め
、新
図
書
館
改
築
工
事
に
係
る
設
計
を
行
う
と
と
も

に
、ス
ポ
ー
ツ
コン
プ
レッ
ク
ス
建
設
事
業
及
び
京
田
辺
キ
ャ

ン
パス
リ
ニュ
ー
ア
ル
建
設
事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
。さ
ら

に
、教
学
施
設
設
備
及
び
研
究
装
置
設
備
に
加
え
、情

報
環
境
の
整
備
に
係
る
第
2
号
基
本
金
を
組
み
入
れ

る
。学
生
支
援
の
面
で
は
、コロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
情
勢

の
影
響
を
踏
ま
え
な
が
ら
、同
志
社
大
学
奨
学
金
及

び
同
志
社
大
学
大
学
院
奨
学
金
制
度
を
有
効
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、奨
学
事
業
の
充
実
化
に
向
け
、同

志
社
大
学
奨
学
金
基
金
の
継
続
的
な
組
み
入
れ
を
行

う
。大
学
運
営
の
面
で
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
含

め
、S
D
G
s
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
の
可
視
化
に
努

め
る
ほ
か
、よ
り
効
率
的
な
業
務
遂
行
の
観
点
か
ら
の

情
報
環
境
整
備
に
も
取
り
組
む
。

　
収
入
面
で
は
、学
生
生
徒
等
納
付
金
に
つ
い
て
、学

部
で
は
本
年
度
を
含
む
過
去
４
年
間
の
推
移
も
見
な

が
ら
、入
学
定
員
通
り
の
入
学
者
数
を
見
込
み
、安
定

的
な
財
源
を
確
保
す
る
。ま
た
、入
学
志
願
者
の
安
定

的
確
保
や
補
助
金
、寄
付
金
、受
託
事
業
収
入
な
ど

外
部
資
金
の
増
収
に
つ
い
て
、引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
支
出
面
で
は
、人
件
費
は
新
規
採
用
を
含
む
所
要

額
を
計
上
す
る
が
、業
務
の
点
検
、見
直
し
等
を
行
い
、

人
材
派
遣
や
業
務
委
託
に
係
る
経
費
も
含
め
た
、い
わ

ゆ
る
総
人
件
費
は
原
則
と
し
て
前
年
度
予
算
の
範
囲

内
と
す
る
。ま
た
、物
件
費
に
つ
い
て
は
、重
点
事
業
項

目
を
含
め
、全
体
と
し
て
抑
制
を
図
る
。さ
ら
に
、教
育

研
究
費
に
つ
い
て
は
、教
育
環
境
改
善
費
予
算
及
び
国

際
化
戦
略
特
別
経
費
予
算
は
前
年
度
と
同
様
の
基

準
に
よ
り
計
上
す
る
ほ
か
、繰
越
予
算
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
く
効
果
的
な
執
行
を

推
進
す
る
。

　
な
お
、ビ
ジ
ョン
に
お
い
て
目
標
に
掲
げ
て
い
る
収
支
均

衡
予
算
編
成
に
向
け
て
は
、と
り
わ
け
経
常
勘
定
に
お

け
る
支
出
超
過
の
改
善
は
急
務
で
あ
り
、教
育
研
究
環

境
の
維
持
・
充
実
に
取
り
組
む
た
め
の
財
源
に
つ
い
て

は
、学
費
支
弁
者
の
負
担
だ
け
で
は
な
く
、既
存
事
業

の
見
直
し
等
、支
出
抑
制
に
よ
り
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。つ
い
て
は
、経
常
的
経
費
に
係
る
支
出
抑
制
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、過
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
精
査

し
、予
算
の
効
率
的
活
用
を
検
証
の
上
、予
算
を
編
成

す
る
。ま
た
、大
規
模
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、中
・
長
期

的
な
施
設
設
備
整
備
計
画
に
基
づ
き
、そ
の
他
既
存
の

施
設
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、安
全
管
理
面
に
お
い
て

緊
急
性
の
高
い
事
業
を
最
優
先
と
し
つつ
、キ
ャ
ン
パス
の

快
適
性
に
も
配
慮
の
上
事
業
を
厳
選
し
予
算
を
計
上

す
る
。

　
以
上
の
方
針
の
も
と
、予
算
に
お
け
る
計
画
性
を
重

視
し
、安
定
的
な
収
入
確
保
と
し
て
の
定
員
通
り
の
入

学
者
数
確
保
と
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分

す
る
こ
と
を
大
原
則
と
し
て
2
0
2
2
年
度
予
算
を

編
成
す
る
。

財
務
部
　
経
理
課

Instagram 始めました
@neesimajyuk_official

1

対象者 本学学部2年次生（出願・審査時は学部１年次生）
入塾期間 学部2年次から始まる通算2年間
定員 20名（１学年につき）
修了証 塾長（学長）から「新島塾修了証」を授与します

POINT1 新島塾独自のプログラムが受講できます！

POINT2 潜在力の顕在化に向けた基礎トレーニングです！

POINT3 各界のリーダーから直接学ぶことができます！

入塾対象等

特 徴

新島塾オリジナルサイト
（学びのかたちの新展開）

https://next.doshisha.ac.
jp/index.html

同志社大学新島塾

　日頃より同志社大学の教育・研究ならびに学生に対する支援の取り組みにご理解とご協力を賜り、誠にあり
がとうございます。当募金事業は中長期ビジョンの推進の他、経常的な取り組みである学生への奨学金給付
や課外活動支援、施設設備整備に関する募集も行っています。今後も同志社大学の学生が学びを諦めること
なく、安心して学生生活を送れるよう皆様からのご理解とあたたかいご支援をよろしくお願い申し上げます。

VISION 2025の推進
①リーダー養成プログラムの運営支援
②グローバル化の促進支援
③高大接続プログラムの展開支援

施設設備整備
⑧今出川校地図書館　
⑨新学生寮 ※募集は2020年度末まで

奨学金給付
④特定寄付奨学金
⑤育英型奨学金

課外活動支援 ※大学の公認団体のみ

⑥体育会、スポーツ活動の充実資金
⑦文化系公認団体活動の充実資金

　
同
志
社
大
学
で
は
、良
心
教
育
を
継
承
し
な
が

ら
、文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え
、総
合
知
を
備
え

た
次
の
時
代
を
担
う
人
物
を
養
成
す
る
た
め
の
新
し

い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
同
志
社
大
学
新
島
塾
」（
以
下

「
新
島
塾
」）を
2
0
1
9
年
度
に
開
塾
い
た
し
ま

し
た
。新
島
塾
で
は
、学
生
の
皆
さ
ん
の
意
欲
と
能
力

を
在
学
中
に
可
能
な
限
り
伸
ば
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

問
分
野
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォロワ
ー
シ
ッ
プ
を
兼
ね
備
え

た
人
物
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
い
か
に
時
代
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
も
、人
に
寄
り

添
っ
て
真
摯
に
意
見
を
汲
み
取
り
、全
体
を
見
渡
し

て
、他
者
や
組
織
を
最
善
の
方
向
に
導
く
こ
と
が
で

き
る
人
物
は
、多
様
性
と
寛
容
に
満
ち
た
豊
か
な
社

会
を
築
く
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。 

　
新
島
が「
人
を
植
ゆ
る
」と
い
う
言
葉
に
託
し
た

も
の
、「
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」と
い
う
言
葉
に
込
め
た

も
の
が
、新
島
塾
に
は
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
塾
生
の
皆
さ
ん
が
互
い
の「
良
心
」を
信
頼
し
合

い
、真
剣
で
自
由
な
、そ
し
て
人
格
的
な
知
的
交
流

を
重
ね
る
こ
と
で
、互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
も
の
と

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

「特定寄付奨学金」としていただいたご寄付を原資として、
コロナ禍の影響等により経済的に困窮した学生に対し、奨学
金（同志社大学奨学金、修学特別支援奨学金）を給付して
います。2021年度の実績は採用者数241名、採用金額合
計7,970万円です。

同
志
社
大
学
新
島
塾 

塾
長

（
同
志
社
大
学 

学
長
） 

植
木 

朝
子 

詳しくはALL DOSHISHA 募金サイトをご覧ください。

ALL DOSHISHA 募金 検索

15｜同志社大学通信 One Purpose 14



INFORMATION

2022 April

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
と
し

て
、世
界
を
リ
ー
ド
す
る
諸
外
国
の
研
究
大
学
は
、価

値
創
造
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
さ
ら
に
高
め
、社
会

改
革
を
牽
引
す
る
機
関
へ
と
進
化
し
て
い
る
。そ
の
よ
う

な
環
境
下
で
の
、世
界
と
伍
す
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研
究
大
学
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に
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た
大
学
フ
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学
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を
取
り
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境
に
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す
る
国
の
強
い
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感
と
大
い
な
る
期

待
の
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で
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の
大
学
が
そ
の
動
向
を
注
視
し
て

お
り
、ガ
バ
ナ
ン
ス
や
事
業
戦
略
・
財
務
戦
略
、教
育
研

究
環
境
の
あ
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。本
学
は
、

自
ら
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
よ
り
良
い
社
会
の
構

築
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
信
念
の
下
、創
立
者
の

意
志
を
受
け
継
い
で
良
心
教
育
を
実
践
し
、社
会
で
活
躍

す
る
人
物
を
世
に
送
り
出
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
学
校
法
人
に
よ
り一
層
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
求
め
ら

れ
る
中
、本
学
は「
同
志
社
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
5

|
躍
動
す
る
同
志
社
大
学
|
」（
以
下「
ビ
ジ
ョ
ン
」と
い

う
）及
び
そ
の
中
期
行
動
計
画
が
学
校
法
人
同
志
社

の
中
期
的
な
事
業
計
画
の
主
軸
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、自
律
的
に
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
ま
で

の
成
果
や
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、コロ
ナ
禍
を
経
て

2
0
2
2
年
度 

予
算
編
成
方
針
に
つい
て

2
0
2
2
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、法
人
の
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
、2
0
2
1
年
10
月
7
日
の
大
学

予
算
委
員
会
お
よ
び
大
学
評
議
会
で
審
議
の
う
え
決
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
方
針
に
基
づ
き
予
算
編
成

を
行
い
、一
層
の
教
育
研
究
環
境
の
維
持・充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、予
算
の
詳
細
に
つ
い
て

は
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

2
0
2
2
年
4
月 

同
志
社
大
学
新
島
塾

第
4
期
開
塾

文
理
の
垣
根
を
越
え
た
リ
ー
ダ
ー
養
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

同
志
社
大
学 

2
0
2
5

A
L
L 

D
O
S
H
I
S
H
A 

募
金

学
生
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
、同
志
社
大
学
は
募
金
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す

VISION 2025の推進
150,410,099円

課外活動支援
248,939,437円

施設設備整備
57,482,956円

奨学金給付
225,015,818円

寄付累計金額
1,184,142,093円　

（2017年10月1日～
   2022年2月28日の累計）

使途指定なし 
502,293,783円

お問い合わせ先 同志社大学 学長室 募金課
　
〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入

TEL：075-251-3230　 FAX：075-251-3097　Email：ji-bokin@mail.doshisha.ac.jp

「
ニュ
ー
ノ
ー
マルへ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
要
素
を
取
り
入
れ
た

中
期
行
動
計
画
と
、年
度
ご
と
に
進
め
る
事
業
と
の
連

関
性
を
よ
り
強
く
意
識
し
、同
志
社
大
学
創
立

1
5
0
周
年
記
念
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
含
め
、本
年

度
の
予
算
編
成
を
進
め
る
。

　
教
学
面
で
は
、コロ
ナ
禍
の
経
験
に
よ
り
改
め
て
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
、対
面
授
業
と
ネ
ッ
ト
配
信
授
業
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
を
学
生
が
最
大
限
享
受
で
き
る
よ
う
、よ

り
快
適
で
充
実
し
た
情
報
環
境
を
意
識
し
、ま
た
、安

心
し
て
対
面
授
業
を
実
施
で
き
る
教
室
等
の
整
備
を

進
め
る
。ま
た
、数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス・
A
I
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、国
際
主
義
の
深
化
に
向
け
た
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
や
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
と
の
緊
密
化
、教
育

研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
研
究
活
動
推
進
や
若

手
研
究
者
が
研
究
活
動
に
専
念
で
き
る
制
度
運
用
等
、

新
た
な
取
り
組
み
を
精
力
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
教
育
研
究
環
境
の
面
で
は
、イ
ン
フ
ラ
系
情
報
シ
ス
テ

ム
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
通
じ
て
情
報
環
境
の一
層
の
充
実
を

図
る
。ま
た
、寧
静
館
及
び
育
真
館
改
築
等
工
事
を
進

め
、新
図
書
館
改
築
工
事
に
係
る
設
計
を
行
う
と
と
も

に
、ス
ポ
ー
ツ
コン
プ
レッ
ク
ス
建
設
事
業
及
び
京
田
辺
キ
ャ

ン
パス
リ
ニュ
ー
ア
ル
建
設
事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
。さ
ら

に
、教
学
施
設
設
備
及
び
研
究
装
置
設
備
に
加
え
、情

報
環
境
の
整
備
に
係
る
第
2
号
基
本
金
を
組
み
入
れ

る
。学
生
支
援
の
面
で
は
、コロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
情
勢

の
影
響
を
踏
ま
え
な
が
ら
、同
志
社
大
学
奨
学
金
及

び
同
志
社
大
学
大
学
院
奨
学
金
制
度
を
有
効
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、奨
学
事
業
の
充
実
化
に
向
け
、同

志
社
大
学
奨
学
金
基
金
の
継
続
的
な
組
み
入
れ
を
行

う
。大
学
運
営
の
面
で
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
含

め
、S
D
G
s
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
の
可
視
化
に
努

め
る
ほ
か
、よ
り
効
率
的
な
業
務
遂
行
の
観
点
か
ら
の

情
報
環
境
整
備
に
も
取
り
組
む
。

　
収
入
面
で
は
、学
生
生
徒
等
納
付
金
に
つ
い
て
、学

部
で
は
本
年
度
を
含
む
過
去
４
年
間
の
推
移
も
見
な

が
ら
、入
学
定
員
通
り
の
入
学
者
数
を
見
込
み
、安
定

的
な
財
源
を
確
保
す
る
。ま
た
、入
学
志
願
者
の
安
定

的
確
保
や
補
助
金
、寄
付
金
、受
託
事
業
収
入
な
ど

外
部
資
金
の
増
収
に
つ
い
て
、引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
支
出
面
で
は
、人
件
費
は
新
規
採
用
を
含
む
所
要

額
を
計
上
す
る
が
、業
務
の
点
検
、見
直
し
等
を
行
い
、

人
材
派
遣
や
業
務
委
託
に
係
る
経
費
も
含
め
た
、い
わ

ゆ
る
総
人
件
費
は
原
則
と
し
て
前
年
度
予
算
の
範
囲

内
と
す
る
。ま
た
、物
件
費
に
つ
い
て
は
、重
点
事
業
項

目
を
含
め
、全
体
と
し
て
抑
制
を
図
る
。さ
ら
に
、教
育

研
究
費
に
つ
い
て
は
、教
育
環
境
改
善
費
予
算
及
び
国

際
化
戦
略
特
別
経
費
予
算
は
前
年
度
と
同
様
の
基

準
に
よ
り
計
上
す
る
ほ
か
、繰
越
予
算
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
く
効
果
的
な
執
行
を

推
進
す
る
。

　
な
お
、ビ
ジ
ョン
に
お
い
て
目
標
に
掲
げ
て
い
る
収
支
均

衡
予
算
編
成
に
向
け
て
は
、と
り
わ
け
経
常
勘
定
に
お

け
る
支
出
超
過
の
改
善
は
急
務
で
あ
り
、教
育
研
究
環

境
の
維
持
・
充
実
に
取
り
組
む
た
め
の
財
源
に
つ
い
て

は
、学
費
支
弁
者
の
負
担
だ
け
で
は
な
く
、既
存
事
業

の
見
直
し
等
、支
出
抑
制
に
よ
り
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。つ
い
て
は
、経
常
的
経
費
に
係
る
支
出
抑
制
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、過
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
精
査

し
、予
算
の
効
率
的
活
用
を
検
証
の
上
、予
算
を
編
成

す
る
。ま
た
、大
規
模
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、中
・
長
期

的
な
施
設
設
備
整
備
計
画
に
基
づ
き
、そ
の
他
既
存
の

施
設
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、安
全
管
理
面
に
お
い
て

緊
急
性
の
高
い
事
業
を
最
優
先
と
し
つつ
、キ
ャ
ン
パス
の

快
適
性
に
も
配
慮
の
上
事
業
を
厳
選
し
予
算
を
計
上

す
る
。

　
以
上
の
方
針
の
も
と
、予
算
に
お
け
る
計
画
性
を
重

視
し
、安
定
的
な
収
入
確
保
と
し
て
の
定
員
通
り
の
入

学
者
数
確
保
と
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分

す
る
こ
と
を
大
原
則
と
し
て
2
0
2
2
年
度
予
算
を

編
成
す
る
。

財
務
部
　
経
理
課

Instagram 始めました
@neesimajyuk_official

1

対象者 本学学部2年次生（出願・審査時は学部１年次生）
入塾期間 学部2年次から始まる通算2年間
定員 20名（１学年につき）
修了証 塾長（学長）から「新島塾修了証」を授与します

POINT1 新島塾独自のプログラムが受講できます！

POINT2 潜在力の顕在化に向けた基礎トレーニングです！

POINT3 各界のリーダーから直接学ぶことができます！

入塾対象等

特 徴

新島塾オリジナルサイト
（学びのかたちの新展開）

https://next.doshisha.ac.
jp/index.html

同志社大学新島塾

　日頃より同志社大学の教育・研究ならびに学生に対する支援の取り組みにご理解とご協力を賜り、誠にあり
がとうございます。当募金事業は中長期ビジョンの推進の他、経常的な取り組みである学生への奨学金給付
や課外活動支援、施設設備整備に関する募集も行っています。今後も同志社大学の学生が学びを諦めること
なく、安心して学生生活を送れるよう皆様からのご理解とあたたかいご支援をよろしくお願い申し上げます。

VISION 2025の推進
①リーダー養成プログラムの運営支援
②グローバル化の促進支援
③高大接続プログラムの展開支援

施設設備整備
⑧今出川校地図書館　
⑨新学生寮 ※募集は2020年度末まで

奨学金給付
④特定寄付奨学金
⑤育英型奨学金

課外活動支援 ※大学の公認団体のみ

⑥体育会、スポーツ活動の充実資金
⑦文化系公認団体活動の充実資金

　
同
志
社
大
学
で
は
、良
心
教
育
を
継
承
し
な
が

ら
、文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え
、総
合
知
を
備
え

た
次
の
時
代
を
担
う
人
物
を
養
成
す
る
た
め
の
新
し

い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
同
志
社
大
学
新
島
塾
」（
以
下

「
新
島
塾
」）を
2
0
1
9
年
度
に
開
塾
い
た
し
ま

し
た
。新
島
塾
で
は
、学
生
の
皆
さ
ん
の
意
欲
と
能
力

を
在
学
中
に
可
能
な
限
り
伸
ば
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

問
分
野
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォロワ
ー
シ
ッ
プ
を
兼
ね
備
え

た
人
物
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
い
か
に
時
代
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
も
、人
に
寄
り

添
っ
て
真
摯
に
意
見
を
汲
み
取
り
、全
体
を
見
渡
し

て
、他
者
や
組
織
を
最
善
の
方
向
に
導
く
こ
と
が
で

き
る
人
物
は
、多
様
性
と
寛
容
に
満
ち
た
豊
か
な
社

会
を
築
く
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。 

　
新
島
が「
人
を
植
ゆ
る
」と
い
う
言
葉
に
託
し
た

も
の
、「
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」と
い
う
言
葉
に
込
め
た

も
の
が
、新
島
塾
に
は
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
塾
生
の
皆
さ
ん
が
互
い
の「
良
心
」を
信
頼
し
合

い
、真
剣
で
自
由
な
、そ
し
て
人
格
的
な
知
的
交
流

を
重
ね
る
こ
と
で
、互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
も
の
と

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

「特定寄付奨学金」としていただいたご寄付を原資として、
コロナ禍の影響等により経済的に困窮した学生に対し、奨学
金（同志社大学奨学金、修学特別支援奨学金）を給付して
います。2021年度の実績は採用者数241名、採用金額合
計7,970万円です。

同
志
社
大
学
新
島
塾 

塾
長

（
同
志
社
大
学 

学
長
） 

植
木 

朝
子 

詳しくはALL DOSHISHA 募金サイトをご覧ください。

ALL DOSHISHA 募金 検索
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INFORMATION

2

新
任
教
員
紹
介

①
所
属 

②
職
名 

③
主
な
担
当
科

■
文
学
部

　庭
田 

茂
吉
教
授

　山
田 

史
郎
教
授

　D
．R
a
n
d
a
l
l

     

T
E
R
H
U
N
E 

准
教
授

　塚
田 

雄
一
准
教
授

■
社
会
学
部

　竹
内 

長
武
教
授

　埋
橋 

孝
文
教
授

■
社
会
学
研
究
科

　遅 

力
榕
助
手

■
法
学
部

　河
村 

博
教
授

　田
中 

治
教
授

　松
本 

浩
延
助
教

　益
田 

高
成
助
教

■
法
学
研
究
科

　AL
A
S 

M
O
R
E
N
O

　NA
N
C
Y 

E
U
N
I
C
E 

助
手

■
経
済
学
部

　西
村 

卓
教
授

■
商
学
部

　石
田 

信
博
教
授

　小
澤 

り
り
さ
助
教

　松
本 

宗
谷
助
教

　王 

睿
助
教

■
政
策
学
部

　岩
島 

史
助
教

　松
本 

明
日
香
助
教

加藤 大生
（カトウ　ヒロキ）

①文学部
②助教
③日本文学講読（近現代C）

小野セレスタ 摩耶
（オノセレスタ　マヤ）

①社会学部
②准教授
③児童・家庭福祉論

阿部 康人
（アべ　ヤスヒト）

①社会学部
②准教授
③コミュニケーション論

石田 隆太
（イシダ　リュウタ）

①文学部
②助教
③西洋古代中世哲学史(1)

前田 朋美
（マエダ　トモミ）

①文学部
②助教
③西洋美術史概説(2)

Stefanie Alexa
STADLER

（ステファニー　アレクサ　スタドラー）

①文学部
②教授
③SpeakingAⅠ

村瀨 健太
（ムラセ　ケンタ）

①法学部
②助教
③リーガル・リサーチ

阿部 亮子
（アべ　リョウコ）

①法学部
②助教
③政治学入門

佐竹 壮一郎
（サタケ　ソウイチロウ）

①法学部
②助教
③政治学入門

長澤 勢理香
（ナガサワ　セリカ）

①経済学部
②准教授
③比較社会経済史

迫田 さやか
（サコダ　サヤカ）

①経済学部
②准教授
③経済政策２

久納 誠矢
（クノウ　セイヤ）

①商学部
②准教授
③企業金融論

沼本 祐太
 （ヌモト ユウタ）

①法学部
②助教
③統治の原理Ⅱ

倉見 智亮
（クラミ　トモアキ）

①法学部
②教授
③税法Ⅰ

三吉 勉
（ミヨシ　ツトム）

①社会学部
②助教
③産業関係基礎論

國枝 陽輔
（クニエダ　ヨウスケ）

①商学部
②助教
③ビジネス・トピックス

阿部 真人 
（アベ　マサト）

①文化情報学部
②助教
③ベイズ統計

王 嬌
（オウ　キョウ）

①総合政策科学研究科
②助手

増渕 あさ子
（マスブチ　アサコ）

①政策学部
②助教
③政策トピックス

林 秀鳳
 （リン　シュウホウ）

①法学研究科
②助手

小林 塁
（コバヤシ　ルイ）

①政策学部
②助教
③アカデミック・スキル１

澤田 雄介
（サワダ　ユウスケ）

①商学部
②助教
③簿記学Ⅰ・Ⅱ

福本 俊樹
（フクモト　トシキ）

①商学部
②助教
③経営組織論

溝渕 英之
（ミゾブチ　ヒデユキ）

①商学部
②准教授
③経済学

蒲原 智也
（カンバラ　トモヤ）

①文化情報学部
②助教
③プログラミング入門

猿田 冬樹
（サルタ　フユキ）

①商学部
②助教
③ビジネス・トピックス

土屋 吉史
（ツチヤ　ヨシフミ）

①スポーツ健康科学部
②助教
③スポーツ健康
　外国書講読Ⅰ

①文化情報学部
②助教
③社会調査入門 

眞田 英毅
 （サナダ　テルキ）

祝迫 惠子
（イワイサコ　ケイコ）

①生命医科学部
②教授
③外科学概論

鄭 雨萌
（テイ　ウメ）

①理工学研究科
②助手

西村 慎之介
（ニシムラ　シンノスケ）

①理工学部
②助教
③高分子化学

尾崎 弘展
（オサキ　ヒロノブ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（准教授）

畦地 裕統
（アゼチ　ヒロツグ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（助教）

松原 耕平
（マツバラ　コウヘイ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（助教）

退
職
教
員

2
0
2
2
年
3
月
31
日
付
で
、

次
の
先
生
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

■
文
化
情
報
学
部

　妹
尾 

麻
美
助
教

■
理
工
学
部

　東 

信
行
教
授

　田
村 

隆
実
験
講
師

■
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

　高
木 

俊
助
教

　西
牧 

未
央
助
手

■
心
理
学
部

　竹
島 

康
博
助
教

　嶋 

大
樹
助
教

■
グ
ロ
ー
バ
ル・

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　山
本 

妙
教
授

　竹
田 

宗
継
教
授

■
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部

　Ro
b
e
r
t 

J
．C
R
O
S
S 

教
授

　Ir
i
n
a   

M
E
L
N
I
K
O
V
A 

教
授

　植
松 

茂
男
教
授

　Es
t
a   

T
i
n
a   

O
T
T
M
A
N 

准
教
授

■
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

　研
究
科

　Da
n
i
e
l   

E
r
i
c
　
　
　
　

　MC
K
A
Y 

准
教
授

　MU
C
H
E
T
U 

　

　G．R
A
N
G
A
R
I
R
A
I 

助
手

■
脳
科
学
研
究
科

　貫
名 

信
行
教
授

■
司
法
研
究
科

　曽
和 

俊
文
特
別
客
員
教
授

■
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

　北 

寿
郎
教
授

　村
山 

裕
三
教
授

■
人
文
科
学
研
究
所

　林 

葉
子
助
教

■
ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所

　彌
田 

智
一
教
授

■
全
学
共
通
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー

　綱
井 

勇
吾
助
教

■
免
許
資
格
課
程
セ
ン
タ
ー

　児
玉 

祥
一
教
授

　田
中 

曜
次
准
教
授

■
研
究
開
発
推
進
機
構

　今
村 

行
雄
学
術
研
究
員

　夏 

世
明
学
術
研
究
員

　城
阪 

早
紀
助
手

　村
上 

紗
央
里
助
手

　岡
本 

泰
直
助
手

　西
村 

直
登
助
手

平 光佑
（タイラ　コウスケ）

①研究開発推進機構
　及び文学部
②特別任用助手

石黑 安里
 （イシグロ　アンリ）

①アメリカ研究所
②助教
③20世紀のユダヤ
　教演習

本多 千明
（ホンダ　チアキ）

①免許資格課程センター
②准教授
③社会科教育法１・２

西村 周泰
（ニシムラ　カネヤス）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（准教授）

①研究開発推進機構
　及び生命医科学部
②特別任用助教
③知覚認知

伊藤 優樹
（イトウ　ユウキ）

八木 雅之
（ヤギ　マサユキ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（教授）

桝 太一
（マス　タイチ）

①ハリス理化学研究所
②助教

山口 洋介
（ヤマグチ　ヨウスケ）

①免許資格課程センター
②助教
③発達と学習の心理学

森口 洋一
（モリグチ　ヒロカズ）

①免許資格課程センター
②准教授
③社会科・地理歴史科教育法

西尾 天志
（ニシオ　タカシ）

①研究開発推進機構
　及び生命医科学部
②特別任用助手

廣光 佑哉
（ヒロミツ　ユウヤ）

①研究開発推進機構
　及びスポーツ健康科学部
②特別任用助手

西川 和樹
（ニシカワ　カズキ）

①研究開発推進機構及び
　 グローバル地域文化学部
②特別任用助手

高橋 侑里
（タカハシ　ユリ）

①研究開発推進機構及び
　 グローバル地域文化学部
②特別任用助手

和田 昌也
（ワダ　マサヤ）

①研究開発推進機構及び
　 グローバル地域文化学部
②特別任用助手

2022 April

FUKUSHIMA
Marcelo

（フクシマ　マルセロ）

①グローバル・
　コミュニケーション学部
②准教授  
③World Economy 
     and Business

MOUTON Ghislain
Philippe Gontrand

（ムートン　ジスラン　フィリップ　ゴントラン）

①グローバル・
　コミュニケーション学部
②助教
③Communicative 
    Skills in French I,Ⅱ

①グローバル・
　コミュニケーション学部
②助教
③Special Topics in 
     Cultural Issues 1

諏訪 暁
 （スワ　アキラ）

坂本 南美
（サカモト　ナミ）

①グローバル
　地域文化学部
②准教授
③グローバル地域
    文化導入セミナー

倉科 一希
（クラシナ　イツキ）

①グローバル
　地域文化学部
②教授
③南北アメリカ
    地域の歴史７

津田 菜摘
 （ツダ　ナツミ）

①心理学部
②助教
③心理的アセスメント

藤村 友美
（フジムラ　トモミ）

①心理学部
②准教授
③精神生理学

津田 裕之
（ツダ　ヒロユキ）

①心理学部
②助教
③環境心理学

神原 広平
（カンバラ　コウヘイ）

①心理学部
②助教
③心理学的支援法

南川 文里
（ミナミカワ　フミノリ）

①グローバル・
　スタディーズ研究科
②教授
③多文化社会アメリカ

三牧 聖子
（ミマキ　セイコ）

①グローバル・
　スタディーズ研究科
②准教授
③アメリカの外交と政治

安 昭炫
（アン　ソヒョン）

①グローバル・
　スタディーズ研究科
②助手

David TARANCO
（ダビド　タランコ）

①グローバル
　地域文化学部
②助教  
③スペイン語インテンシヴⅠ

吉田 悦章
（ヨシダ　エツアキ）

①ビジネス研究科
②教授
③Finance

森 良弘
（モリ　ヨシヒロ）

①ビジネス研究科
②教授
③イノベーション
　マネジメント 

関口 寛
（セキグチ　ヒロシ）

①人文科学研究所
②准教授

金子 奈穂子
 （カネコ　ナオコ）

①脳科学研究科
②教授
③病態脳科学入門

NECHAEVA Angelina　
（ネチャエワ　アンゲリナ）

①グローバル
　地域文化学部
②助教
③ロシア語インテンシヴⅠ
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新
任
教
員
紹
介

①
所
属 

②
職
名 

③
主
な
担
当
科

■
文
学
部

　庭
田 

茂
吉
教
授

　山
田 

史
郎
教
授

　D
．R
a
n
d
a
l
l

     

T
E
R
H
U
N
E 

准
教
授

　塚
田 

雄
一
准
教
授

■
社
会
学
部

　竹
内 

長
武
教
授

　埋
橋 

孝
文
教
授

■
社
会
学
研
究
科

　遅 

力
榕
助
手

■
法
学
部

　河
村 

博
教
授

　田
中 

治
教
授

　松
本 

浩
延
助
教

　益
田 

高
成
助
教

■
法
学
研
究
科

　AL
A
S 

M
O
R
E
N
O

　NA
N
C
Y 

E
U
N
I
C
E 

助
手

■
経
済
学
部

　西
村 

卓
教
授

■
商
学
部

　石
田 

信
博
教
授

　小
澤 

り
り
さ
助
教

　松
本 

宗
谷
助
教

　王 

睿
助
教

■
政
策
学
部

　岩
島 
史
助
教

　松
本 
明
日
香
助
教

加藤 大生
（カトウ　ヒロキ）

①文学部
②助教
③日本文学講読（近現代C）

小野セレスタ 摩耶
（オノセレスタ　マヤ）

①社会学部
②准教授
③児童・家庭福祉論

阿部 康人
（アべ　ヤスヒト）

①社会学部
②准教授
③コミュニケーション論

石田 隆太
（イシダ　リュウタ）

①文学部
②助教
③西洋古代中世哲学史(1)

前田 朋美
（マエダ　トモミ）

①文学部
②助教
③西洋美術史概説(2)

Stefanie Alexa
STADLER

（ステファニー　アレクサ　スタドラー）

①文学部
②教授
③SpeakingAⅠ

村瀨 健太
（ムラセ　ケンタ）

①法学部
②助教
③リーガル・リサーチ

阿部 亮子
（アべ　リョウコ）

①法学部
②助教
③政治学入門

佐竹 壮一郎
（サタケ　ソウイチロウ）

①法学部
②助教
③政治学入門

長澤 勢理香
（ナガサワ　セリカ）

①経済学部
②准教授
③比較社会経済史

迫田 さやか
（サコダ　サヤカ）

①経済学部
②准教授
③経済政策２

久納 誠矢
（クノウ　セイヤ）

①商学部
②准教授
③企業金融論

沼本 祐太
 （ヌモト ユウタ）

①法学部
②助教
③統治の原理Ⅱ

倉見 智亮
（クラミ　トモアキ）

①法学部
②教授
③税法Ⅰ

三吉 勉
（ミヨシ　ツトム）

①社会学部
②助教
③産業関係基礎論

國枝 陽輔
（クニエダ　ヨウスケ）

①商学部
②助教
③ビジネス・トピックス

阿部 真人 
（アベ　マサト）

①文化情報学部
②助教
③ベイズ統計

王 嬌
（オウ　キョウ）

①総合政策科学研究科
②助手

増渕 あさ子
（マスブチ　アサコ）

①政策学部
②助教
③政策トピックス

林 秀鳳
 （リン　シュウホウ）

①法学研究科
②助手

小林 塁
（コバヤシ　ルイ）

①政策学部
②助教
③アカデミック・スキル１

澤田 雄介
（サワダ　ユウスケ）

①商学部
②助教
③簿記学Ⅰ・Ⅱ

福本 俊樹
（フクモト　トシキ）

①商学部
②助教
③経営組織論

溝渕 英之
（ミゾブチ　ヒデユキ）

①商学部
②准教授
③経済学

蒲原 智也
（カンバラ　トモヤ）

①文化情報学部
②助教
③プログラミング入門

猿田 冬樹
（サルタ　フユキ）

①商学部
②助教
③ビジネス・トピックス

土屋 吉史
（ツチヤ　ヨシフミ）

①スポーツ健康科学部
②助教
③スポーツ健康
　外国書講読Ⅰ

①文化情報学部
②助教
③社会調査入門 

眞田 英毅
 （サナダ　テルキ）

祝迫 惠子
（イワイサコ　ケイコ）

①生命医科学部
②教授
③外科学概論

鄭 雨萌
（テイ　ウメ）

①理工学研究科
②助手

西村 慎之介
（ニシムラ　シンノスケ）

①理工学部
②助教
③高分子化学

尾崎 弘展
（オサキ　ヒロノブ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（准教授）

畦地 裕統
（アゼチ　ヒロツグ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（助教）

松原 耕平
（マツバラ　コウヘイ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（助教）

退
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教

■
理
工
学
部

　東 

信
行
教
授

　田
村 

隆
実
験
講
師
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手
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特
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授
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寿
郎
教
授
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教
授

■
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学
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所

　林 
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子
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教
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教
授
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教
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ン
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ー
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教
授
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次
准
教
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行
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員
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世
明
学
術
研
究
員
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早
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助
手

　村
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紗
央
里
助
手

　岡
本 

泰
直
助
手

　西
村 

直
登
助
手

平 光佑
（タイラ　コウスケ）

①研究開発推進機構
　及び文学部
②特別任用助手

石黑 安里
 （イシグロ　アンリ）

①アメリカ研究所
②助教
③20世紀のユダヤ
　教演習

本多 千明
（ホンダ　チアキ）

①免許資格課程センター
②准教授
③社会科教育法１・２

西村 周泰
（ニシムラ　カネヤス）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（准教授）

①研究開発推進機構
　及び生命医科学部
②特別任用助教
③知覚認知

伊藤 優樹
（イトウ　ユウキ）

八木 雅之
（ヤギ　マサユキ）

①研究開発推進機構
②特定任用研究員（教授）

桝 太一
（マス　タイチ）

①ハリス理化学研究所
②助教

山口 洋介
（ヤマグチ　ヨウスケ）

①免許資格課程センター
②助教
③発達と学習の心理学

森口 洋一
（モリグチ　ヒロカズ）

①免許資格課程センター
②准教授
③社会科・地理歴史科教育法

西尾 天志
（ニシオ　タカシ）

①研究開発推進機構
　及び生命医科学部
②特別任用助手

廣光 佑哉
（ヒロミツ　ユウヤ）

①研究開発推進機構
　及びスポーツ健康科学部
②特別任用助手

西川 和樹
（ニシカワ　カズキ）

①研究開発推進機構及び
　 グローバル地域文化学部
②特別任用助手

高橋 侑里
（タカハシ　ユリ）

①研究開発推進機構及び
　 グローバル地域文化学部
②特別任用助手

和田 昌也
（ワダ　マサヤ）

①研究開発推進機構及び
　 グローバル地域文化学部
②特別任用助手

2022 April

FUKUSHIMA
Marcelo

（フクシマ　マルセロ）

①グローバル・
　コミュニケーション学部
②准教授  
③World Economy 
     and Business

MOUTON Ghislain
Philippe Gontrand

（ムートン　ジスラン　フィリップ　ゴントラン）

①グローバル・
　コミュニケーション学部
②助教
③Communicative 
    Skills in French I,Ⅱ

①グローバル・
　コミュニケーション学部
②助教
③Special Topics in 
     Cultural Issues 1

諏訪 暁
 （スワ　アキラ）

坂本 南美
（サカモト　ナミ）

①グローバル
　地域文化学部
②准教授
③グローバル地域
    文化導入セミナー

倉科 一希
（クラシナ　イツキ）

①グローバル
　地域文化学部
②教授
③南北アメリカ
    地域の歴史７

津田 菜摘
 （ツダ　ナツミ）

①心理学部
②助教
③心理的アセスメント

藤村 友美
（フジムラ　トモミ）

①心理学部
②准教授
③精神生理学

津田 裕之
（ツダ　ヒロユキ）

①心理学部
②助教
③環境心理学

神原 広平
（カンバラ　コウヘイ）

①心理学部
②助教
③心理学的支援法

南川 文里
（ミナミカワ　フミノリ）

①グローバル・
　スタディーズ研究科
②教授
③多文化社会アメリカ

三牧 聖子
（ミマキ　セイコ）

①グローバル・
　スタディーズ研究科
②准教授
③アメリカの外交と政治

安 昭炫
（アン　ソヒョン）

①グローバル・
　スタディーズ研究科
②助手

David TARANCO
（ダビド　タランコ）

①グローバル
　地域文化学部
②助教  
③スペイン語インテンシヴⅠ

吉田 悦章
（ヨシダ　エツアキ）

①ビジネス研究科
②教授
③Finance

森 良弘
（モリ　ヨシヒロ）

①ビジネス研究科
②教授
③イノベーション
　マネジメント 

関口 寛
（セキグチ　ヒロシ）

①人文科学研究所
②准教授

金子 奈穂子
 （カネコ　ナオコ）

①脳科学研究科
②教授
③病態脳科学入門

NECHAEVA Angelina　
（ネチャエワ　アンゲリナ）

①グローバル
　地域文化学部
②助教
③ロシア語インテンシヴⅠ
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

法
的
思
考
+
α
で
、

「
な
ぜ
？
」を
育
む

「
土
」を
肥
や
す

ゼ
ミ
生
の
声（
西
村 

龍
人
さ
ん
）

　
法
学
部
の
ゼ
ミ
は
、2
年
生
の
秋
学
期
か
ら
始

ま
り
ま
す
。私
は
民
法
の
教
員
で
す
か
ら
、ゼ
ミ
で

は
、「
一
応
」、売
買
、担
保
、相
続
と
いっ
た
民
法
上

の
問
題
を
扱
い
ま
す
。

　「
一
応
」と
書
い
た
の
は
、例
年
、私
の
ゼ
ミ
を
履

修
す
る
学
生
は
、必
ず
し
も
民
法
に
関
心
が
あ
る

と
は
限
ら
な
い
た
め
で
す
。テ
ー
マ
を
決
め
る
際
に

は
、し
ば
し
ば「
民
法
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
質
問
が
出
ま
す
。そ
の
た
び
に
、「
ま
た・・・
」

と
苦
笑
す
る
の
で
す
が
、決
し
て
、嫌
な
気
分
に
は

な
り
ま
せ
ん
。世
の
中
の
事
象
は
、法
の
枠
内
で
生

じ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、興
味
関
心

が
、特
定
の
分
野
に
収
ま
ら
な
い
の
は
、む
し
ろ
、自

然
な
こ
と
で
す
。ゼ
ミ
で
は
、意
識
的
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど
、「
旬
の
話
題
」を
取
り
上
げ
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
授
業
や
暮
ら
し
の
な
か
で
見
つ
け
た「
な
ぜ
？
」

を
、そ
れ
ぞ
れ
の「
土
」で
育
て
る・・・ゼ
ミ
は
、そ
の

「
土
」を
多
方
向
か
ら
耕
し
、肥
や
す
場
で
す
。ゼ
ミ

で
の
議
論
、時
に
は
、た
わ
い
の
な
い
雑
談
の
中
に
、

ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
、自
分
な
り
の

「
土
」を
作
り
あ
げ
れ
ば
、そ
れ
は
、社
会
に
出
て

も
、重
宝
す
る
で
し
ょ
う
。

　
ゼ
ミ
に
は
、よ
く
、卒
業
生
が
顔
を
出
し
ま
す
。

出
張
の
つい
で
に
、ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
た
り
、休
み
の

日
に
、ほ
か
の
同
期
生
を
誘
って
参
加
し
た
り・・・で

も
、Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
組
織
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。卒
業
生

に
は
、法
曹
、公
務
員
、研
究
者
の
ほ
か
、企
業（
法

務
で
は
な
い
）で
活
躍
す
る
人
も
多
く
、作
家
、漫

画
家
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、医
者
ま
で
い
ま
す
。こ
の

「
群
れ
な
い
」と
こ
ろ
、「
法
学
部
ら
し
く
な
い
」と

こ
ろ
を
、ち
ょっ
ぴ
り
誇
ら
し
く
思
って
い
ま
す
。

　「
う
ち
の
ゼ
ミ
は
学
生
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
り

ま
す
。な
の
で
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
め
ば
楽

し
い
ゼ
ミ
に
、も
し
主
体
的
に
取
り
組
ま
な
く
て
も

そ
れ
な
り
に
は
楽
し
い
ゼ
ミ
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　
僕
が
は
じ
め
に
ゼ
ミ
に
入
っ
た
際
に
言
わ
れ
て

印
象
的
な
言
葉
で
す
。僕
た
ち
24
期
は
全
員

主
体
的
に
取
り
組
み
、な
か
な
か
楽
し
い
ゼ
ミ
を

行
って
い
ま
す
。梶
山
ゼ
ミ
を一
言
で
表
す
と「
主

体
性
と
知
識
を
深
掘
り
で
き
る
ゼ
ミ
」と
な
る

と
思
い
ま
す
。法
律
の
知
識
だ
け
で
な
く
、そ
れ

以
外
の
、普
段
は
必
要
な
い
よ
う
な
知
識
ま
で

得
る
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
で
す
。

　「
法
律
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。で
も
法

律
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、様
々
な
知
識
か
ら

様
々
な
検
討
を
す
る
べ
き
」。こ
う
いっ
た
指
導
の

お
か
げ
で
、ゼ
ミ
の
卒
業
生
は
様
々
な
進
路
に
進

ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。今
後
も
梶
山
ゼ
ミ

で
知
識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法学部 教授

Tamaka Kajiyama

梶山 玉香 ゼミ
かじやま たまか

自
ら
が
持
っ
た
興
味
や

感
じ
た
疑
問
点
か
ら
出
発
し
、

考
え
る
力
を
養
い
、楽
し
く
勉
強
す
る

ゼ
ミ
生
の
声（
岡
田 

ひ
ろ
な
さ
ん
）

　
私
の
ゼ
ミ
で
は
、現
代
中
国
語
の
語
彙
・

文
法
及
び
言
語
と
文
化
と
の
関
係
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
基
礎
演
習
３
で
は
、秋
学
期
か
ら
の

S
A
に
向
け
て
必
要
な
知
識
を
習
得

し
、留
学
先
の
地
域
と
大
学
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、中
国
の
伝
統
と
現
状
・
風
習

と
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、調
べ
た
こ
と
を
報

告
し
合
い
、ゼ
ミ
全
体
の
討
論
を
通
じ
て

認
識
を
深
め
て
い
き
ま
す
。専
門
演
習
１

で
は
、一
年
間
の
S
A
を
通
し
て
特
に
関

心
を
抱
い
た
事
象
を
確
認
し
て
、関
連
す

る
論
文
や
書
籍
を
読
ん
で
、関
連
文
献
・

資
料
の
調
査
を
行
い
ま
す
。専
門
演
習

２
・
３
で
は
、普
段
中
国
語
を
学
ぶ
過
程

で
、ま
た
S
A
の
期
間
中
に
持
っ
た
興
味

や
感
じ
た
疑
問
点
か
ら
出
発
し
、自
ら
卒

業
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
調
査
考
察

を
さ
ら
に
進
め
、最
終
的
に
卒
業
研
究
論

文
を
仕
上
げ
ま
す
。ゼ
ミ
で
は
な
る
べ
く

中
国
語
を
使
う
よ
う
に
し
て
お
り
、中
国

　
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は「
現
代
中
国
の
言

語
・
文
化
」を
学
ん
で
い
ま
す
。ゼ
ミ
で
発
表

す
る
際
、発
言
し
や
す
い
空
気
感
が
あ
り
、ゼ

ミ
の
仲
間
と
共
に
知
識
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
、文
法
が
得
意
な
人
に
と
っ

て
も
苦
手
な
人
に
と
っ
て
も
居
心
地
が
良
く

伸
び
伸
び
と
学
習
で
き
る
ゼ
ミ
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
定
期
的
に
縦
コン
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、留
学
前
や
就
職
活
動
な
ど
不
安
な

時
に
質
問
で
き
る
場
が
あ
り
、と
て
も
心
強

かっ
た
で
す
。

グローバル・
コミュニケーション学部 教授

Unki Kaku

郭 雲輝 ゼミ
カク ウンキ

「
こ
と
ば
の
音
」を
研
究
す
る

　
本
研
究
室
は「
こ
と
ば
の
音
」を
専
門
と

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
普
段
会
話
を
す
る

時
、口
で
音
を
発
し
、耳
で
そ
れ
を
聞
い
て
い

ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
音
は
、高
さ
や
並
び

方
な
ど
に
つ
い
て
の
複
雑
な
規
則
性
を
持

ち
、様
々
な
印
象
を
も
た
ら
し
ま
す
。こ
の
よ

う
な
、言
語
の
発
音
、聞
き
取
り
、規
則
性
、

印
象
な
ど
に
つ
い
て
、デ
ー
タ
を
分
析
し
て
研

究
す
る
の
が
、音
声
学
・
音
韻
論
で
す
。

　
3
年
次
に
は「
ジ
ョ
イ
ン
ト・リ
サ
ー
チ
」と

い
う
演
習
系
の
授
業
で
、文
化
情
報
学
部
の

他
の
研
究
室
と
合
同
で
、グ
ル
ー
プ
で
の
実
験

的
研
究
を
行
い
ま
す
。現
在
は
、心
理
学
系
の

教
員
と
と
も
に
、ネ
ー
ミ
ン
グ
に
お
け
る
音
の

印
象
を
扱
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
商
品
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
音
を

持
つ
名
前
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
の
か
を
、

心
理
言
語
学
実
験
を
通
し
て
検
証
し
ま
す
。

　
4
年
次
に
は「
卒
業
研
究
」で
、各
学
生
が

独
自
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
研
究
を
行
い
、卒

業
論
文
を
執
筆
し
ま
す
。こ
と
ば
の
音
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、研
究
対
象
と
な
り
ま

す
。例
え
ば
、過
去
の
卒
業
論
文
で
は
、若
者

言
葉
の
平
板
化
ア
ク
セ
ン
ト
、方
言
の
ア
ク
セ
ン

ト
の
違
い
、略
語
の
規
則
性
、オ
ノマ
ト
ペ
の
印

象
、カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
日
本
語
の
聞
き
取
り
に
つ

い
て
な
ど
、様
々
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
室
の
特
徴
は
、「
こ
と
ば
の
音
」と
い
う

目
に
見
え
な
い
も
の
を
、い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
デ
ー

タ
化
し
て
分
析
す
る
と
い
う
点
で
す
。デ
ー
タ
の

収
集
に
は
、多
く
の
場
合
実
験
を
用
い
ま
す
。研

究
室
に
あ
る
防
音
ブ
ー
ス
で
は
、録
音
・
聞
き
取

り・
印
象
判
断
の
実
験
を
行
い
ま
す
。ま
た
、近

年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
験
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。収
集
し
た
デ
ー
タ
は
、数
値
に

し
て
統
計
学
的
に
分
析
し
ま
す
。文
化
情
報
学

部
に
は
、実
験
心
理
学
や
統
計
学
を
専
門
と
す

る
研
究
室
も
あ
り
、異
な
る
分
野
を
横
断
し
て

研
究
を
行
う
に
は
、最
適
な
環
境
で
す
。

　
学
生
へ
の
指
導
で
は
、仮
説
を
立
て
て
検

証
す
る
と
い
う
姿
勢
と
、わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。大
学
生
の
多
く
は
、将
来
研
究
者
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う
な
科

学
的
研
究
を
行
う
経
験
と
い
う
の
は
、今
後

の
人
生
に
も
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、「
こ
と
ば
の
音
」の
研
究
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文化情報学部 助教
音声学・音韻論研究室

Yu Tanaka

田中 雄 ゼミ
たなか ゆう

人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
、留
学
経
験
を

生
か
し
つ
つ
中
国
の
言
語
や
文
化
に
つ
い

て
考
察
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

母
語
以
外
の
言
語
習
得
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は

ゼ
ミ
生
の
声

（
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の一
部
）

　
私
の
ゼ
ミ
で
は
、「
ひ
と
は
母
語
以
外
の

言
語
を
ど
の
よ
う
に
習
得
す
る
の
か
」に
つ

い
て
、幅
広
い
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
ま

す
。学
生
は
、英
語
で
書
か
れ
た
専
門
書

や
学
術
論
文
を
読
み
進
め
る
中
で
、第
二

言
語
習
得
や
外
国
語
学
習
に
関
す
る
理

論
や
実
践
を
学
び
、卒
業
論
文
で
取
り
組

む
研
究
テ
ー
マ
を
徐
々
に
絞
り
込
ん
で
い
き

ま
す
。そ
の
際
、一
番
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

は
学
生
の
興
味
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
研
究
に
取
り
組
む
た

め
に
は
、そ
の
基
盤
に
好
奇
心
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ゼ
ミ
の
特
徴
の
一つ
に
、学
生
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に

お
い
た
授
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。発
表
を
担

当
す
る
学
生
に
対
し
て
は
授
業
外
で
個
別

に
指
導
を
行
い
ま
す
が
、授
業
は
学
生
の
自

主
的
な
運
営
の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、グ
ル
ー
プ
発
表
の
準
備
や
勉
強
会

等
、授
業
以
外
に
も
学
生
が
自
主
的
に
集

　「
個
々
が
テ
ー
マ
に
対
し
て
し
っ
か
り
向
き
合

い
、意
見
交
換
を
通
し
て
理
解
を
よ
り一
層
深

め
合
え
る
ゼ
ミ
」「
学
生
同
士
の
仲
が
良
く
、

先
生
も
気
さ
く
な
方
で
、授
業
と
息
抜
き
と

を
メ
リ
ハリ
つ
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
」

「『
多
様
性
』を
大
切
に
し
て
い
る
ゼ
ミ
」「
み
ん

な
熱
心
で
、自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
仲
間

の
多
い
ゼ
ミ
」「
言
語
教
育
を
多
面
的
に
学
べ

て
、自
分
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
ゼ
ミ
」「
先
生

と
学
生
の
距
離
が
近
い
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ゼ
ミ
」

「
知
的
好
奇
心
を
共
有・議
論
す
る
と
と
も
に
、

温
か
く
見
守
って
も
ら
え
る
ゼ
ミ
」

文学部 教授

Nobuhiko Akamatsu

赤松 信彦 ゼミ
あかまつ のぶひこ

ま
り
学
習
す
る
こ
と
も
、こ
の
ゼ
ミ
の
特
色

で
す
。こ
の
よ
う
な
、ゼ
ミ
の
仲
間
と
と
も
に

学
ん
だ
経
験
が
卒
業
後
の
人
生
の
糧
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

法
的
思
考
+
α
で
、

「
な
ぜ
？
」を
育
む

「
土
」を
肥
や
す

ゼ
ミ
生
の
声（
西
村 

龍
人
さ
ん
）

　
法
学
部
の
ゼ
ミ
は
、2
年
生
の
秋
学
期
か
ら
始

ま
り
ま
す
。私
は
民
法
の
教
員
で
す
か
ら
、ゼ
ミ
で

は
、「
一
応
」、売
買
、担
保
、相
続
と
いっ
た
民
法
上

の
問
題
を
扱
い
ま
す
。

　「
一
応
」と
書
い
た
の
は
、例
年
、私
の
ゼ
ミ
を
履

修
す
る
学
生
は
、必
ず
し
も
民
法
に
関
心
が
あ
る

と
は
限
ら
な
い
た
め
で
す
。テ
ー
マ
を
決
め
る
際
に

は
、し
ば
し
ば「
民
法
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
質
問
が
出
ま
す
。そ
の
た
び
に
、「
ま
た・・・
」

と
苦
笑
す
る
の
で
す
が
、決
し
て
、嫌
な
気
分
に
は

な
り
ま
せ
ん
。世
の
中
の
事
象
は
、法
の
枠
内
で
生

じ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、興
味
関
心

が
、特
定
の
分
野
に
収
ま
ら
な
い
の
は
、む
し
ろ
、自

然
な
こ
と
で
す
。ゼ
ミ
で
は
、意
識
的
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど
、「
旬
の
話
題
」を
取
り
上
げ
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
授
業
や
暮
ら
し
の
な
か
で
見
つ
け
た「
な
ぜ
？
」

を
、そ
れ
ぞ
れ
の「
土
」で
育
て
る・・・ゼ
ミ
は
、そ
の

「
土
」を
多
方
向
か
ら
耕
し
、肥
や
す
場
で
す
。ゼ
ミ

で
の
議
論
、時
に
は
、た
わ
い
の
な
い
雑
談
の
中
に
、

ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
、自
分
な
り
の

「
土
」を
作
り
あ
げ
れ
ば
、そ
れ
は
、社
会
に
出
て

も
、重
宝
す
る
で
し
ょ
う
。

　
ゼ
ミ
に
は
、よ
く
、卒
業
生
が
顔
を
出
し
ま
す
。

出
張
の
つい
で
に
、ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
た
り
、休
み
の

日
に
、ほ
か
の
同
期
生
を
誘
って
参
加
し
た
り・・・で

も
、Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
組
織
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。卒
業
生

に
は
、法
曹
、公
務
員
、研
究
者
の
ほ
か
、企
業（
法

務
で
は
な
い
）で
活
躍
す
る
人
も
多
く
、作
家
、漫

画
家
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、医
者
ま
で
い
ま
す
。こ
の

「
群
れ
な
い
」と
こ
ろ
、「
法
学
部
ら
し
く
な
い
」と

こ
ろ
を
、ち
ょっ
ぴ
り
誇
ら
し
く
思
って
い
ま
す
。

　「
う
ち
の
ゼ
ミ
は
学
生
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
り

ま
す
。な
の
で
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
め
ば
楽

し
い
ゼ
ミ
に
、も
し
主
体
的
に
取
り
組
ま
な
く
て
も

そ
れ
な
り
に
は
楽
し
い
ゼ
ミ
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　
僕
が
は
じ
め
に
ゼ
ミ
に
入
っ
た
際
に
言
わ
れ
て

印
象
的
な
言
葉
で
す
。僕
た
ち
24
期
は
全
員

主
体
的
に
取
り
組
み
、な
か
な
か
楽
し
い
ゼ
ミ
を

行
って
い
ま
す
。梶
山
ゼ
ミ
を一
言
で
表
す
と「
主

体
性
と
知
識
を
深
掘
り
で
き
る
ゼ
ミ
」と
な
る

と
思
い
ま
す
。法
律
の
知
識
だ
け
で
な
く
、そ
れ

以
外
の
、普
段
は
必
要
な
い
よ
う
な
知
識
ま
で

得
る
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
で
す
。

　「
法
律
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。で
も
法

律
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、様
々
な
知
識
か
ら

様
々
な
検
討
を
す
る
べ
き
」。こ
う
いっ
た
指
導
の

お
か
げ
で
、ゼ
ミ
の
卒
業
生
は
様
々
な
進
路
に
進

ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。今
後
も
梶
山
ゼ
ミ

で
知
識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法学部 教授

Tamaka Kajiyama

梶山 玉香 ゼミ
かじやま たまか

自
ら
が
持
っ
た
興
味
や

感
じ
た
疑
問
点
か
ら
出
発
し
、

考
え
る
力
を
養
い
、楽
し
く
勉
強
す
る

ゼ
ミ
生
の
声（
岡
田 

ひ
ろ
な
さ
ん
）

　
私
の
ゼ
ミ
で
は
、現
代
中
国
語
の
語
彙
・

文
法
及
び
言
語
と
文
化
と
の
関
係
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
基
礎
演
習
３
で
は
、秋
学
期
か
ら
の

S
A
に
向
け
て
必
要
な
知
識
を
習
得

し
、留
学
先
の
地
域
と
大
学
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、中
国
の
伝
統
と
現
状
・
風
習

と
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、調
べ
た
こ
と
を
報

告
し
合
い
、ゼ
ミ
全
体
の
討
論
を
通
じ
て

認
識
を
深
め
て
い
き
ま
す
。専
門
演
習
１

で
は
、一
年
間
の
S
A
を
通
し
て
特
に
関

心
を
抱
い
た
事
象
を
確
認
し
て
、関
連
す

る
論
文
や
書
籍
を
読
ん
で
、関
連
文
献
・

資
料
の
調
査
を
行
い
ま
す
。専
門
演
習

２
・
３
で
は
、普
段
中
国
語
を
学
ぶ
過
程

で
、ま
た
S
A
の
期
間
中
に
持
っ
た
興
味

や
感
じ
た
疑
問
点
か
ら
出
発
し
、自
ら
卒

業
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
調
査
考
察

を
さ
ら
に
進
め
、最
終
的
に
卒
業
研
究
論

文
を
仕
上
げ
ま
す
。ゼ
ミ
で
は
な
る
べ
く

中
国
語
を
使
う
よ
う
に
し
て
お
り
、中
国

　
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は「
現
代
中
国
の
言

語
・
文
化
」を
学
ん
で
い
ま
す
。ゼ
ミ
で
発
表

す
る
際
、発
言
し
や
す
い
空
気
感
が
あ
り
、ゼ

ミ
の
仲
間
と
共
に
知
識
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
、文
法
が
得
意
な
人
に
と
っ

て
も
苦
手
な
人
に
と
っ
て
も
居
心
地
が
良
く

伸
び
伸
び
と
学
習
で
き
る
ゼ
ミ
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
定
期
的
に
縦
コン
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、留
学
前
や
就
職
活
動
な
ど
不
安
な

時
に
質
問
で
き
る
場
が
あ
り
、と
て
も
心
強

かっ
た
で
す
。

グローバル・
コミュニケーション学部 教授

Unki Kaku

郭 雲輝 ゼミ
カク ウンキ

「
こ
と
ば
の
音
」を
研
究
す
る

　
本
研
究
室
は「
こ
と
ば
の
音
」を
専
門
と

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
普
段
会
話
を
す
る

時
、口
で
音
を
発
し
、耳
で
そ
れ
を
聞
い
て
い

ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
音
は
、高
さ
や
並
び

方
な
ど
に
つ
い
て
の
複
雑
な
規
則
性
を
持

ち
、様
々
な
印
象
を
も
た
ら
し
ま
す
。こ
の
よ

う
な
、言
語
の
発
音
、聞
き
取
り
、規
則
性
、

印
象
な
ど
に
つ
い
て
、デ
ー
タ
を
分
析
し
て
研

究
す
る
の
が
、音
声
学
・
音
韻
論
で
す
。

　
3
年
次
に
は「
ジ
ョ
イ
ン
ト・リ
サ
ー
チ
」と

い
う
演
習
系
の
授
業
で
、文
化
情
報
学
部
の

他
の
研
究
室
と
合
同
で
、グ
ル
ー
プ
で
の
実
験

的
研
究
を
行
い
ま
す
。現
在
は
、心
理
学
系
の

教
員
と
と
も
に
、ネ
ー
ミ
ン
グ
に
お
け
る
音
の

印
象
を
扱
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
商
品
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
音
を

持
つ
名
前
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
の
か
を
、

心
理
言
語
学
実
験
を
通
し
て
検
証
し
ま
す
。

　
4
年
次
に
は「
卒
業
研
究
」で
、各
学
生
が

独
自
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
研
究
を
行
い
、卒

業
論
文
を
執
筆
し
ま
す
。こ
と
ば
の
音
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、研
究
対
象
と
な
り
ま

す
。例
え
ば
、過
去
の
卒
業
論
文
で
は
、若
者

言
葉
の
平
板
化
ア
ク
セ
ン
ト
、方
言
の
ア
ク
セ
ン

ト
の
違
い
、略
語
の
規
則
性
、オ
ノマ
ト
ペ
の
印

象
、カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
日
本
語
の
聞
き
取
り
に
つ

い
て
な
ど
、様
々
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
室
の
特
徴
は
、「
こ
と
ば
の
音
」と
い
う

目
に
見
え
な
い
も
の
を
、い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
デ
ー

タ
化
し
て
分
析
す
る
と
い
う
点
で
す
。デ
ー
タ
の

収
集
に
は
、多
く
の
場
合
実
験
を
用
い
ま
す
。研

究
室
に
あ
る
防
音
ブ
ー
ス
で
は
、録
音
・
聞
き
取

り・
印
象
判
断
の
実
験
を
行
い
ま
す
。ま
た
、近

年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
験
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。収
集
し
た
デ
ー
タ
は
、数
値
に

し
て
統
計
学
的
に
分
析
し
ま
す
。文
化
情
報
学

部
に
は
、実
験
心
理
学
や
統
計
学
を
専
門
と
す

る
研
究
室
も
あ
り
、異
な
る
分
野
を
横
断
し
て

研
究
を
行
う
に
は
、最
適
な
環
境
で
す
。

　
学
生
へ
の
指
導
で
は
、仮
説
を
立
て
て
検

証
す
る
と
い
う
姿
勢
と
、わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。大
学
生
の
多
く
は
、将
来
研
究
者
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う
な
科

学
的
研
究
を
行
う
経
験
と
い
う
の
は
、今
後

の
人
生
に
も
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、「
こ
と
ば
の
音
」の
研
究
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文化情報学部 助教
音声学・音韻論研究室

Yu Tanaka

田中 雄 ゼミ
たなか ゆう

人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
、留
学
経
験
を

生
か
し
つ
つ
中
国
の
言
語
や
文
化
に
つ
い

て
考
察
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

母
語
以
外
の
言
語
習
得
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は

ゼ
ミ
生
の
声

（
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の一
部
）

　
私
の
ゼ
ミ
で
は
、「
ひ
と
は
母
語
以
外
の

言
語
を
ど
の
よ
う
に
習
得
す
る
の
か
」に
つ

い
て
、幅
広
い
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
ま

す
。学
生
は
、英
語
で
書
か
れ
た
専
門
書

や
学
術
論
文
を
読
み
進
め
る
中
で
、第
二

言
語
習
得
や
外
国
語
学
習
に
関
す
る
理

論
や
実
践
を
学
び
、卒
業
論
文
で
取
り
組

む
研
究
テ
ー
マ
を
徐
々
に
絞
り
込
ん
で
い
き

ま
す
。そ
の
際
、一
番
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

は
学
生
の
興
味
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
研
究
に
取
り
組
む
た

め
に
は
、そ
の
基
盤
に
好
奇
心
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ゼ
ミ
の
特
徴
の
一つ
に
、学
生
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に

お
い
た
授
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。発
表
を
担

当
す
る
学
生
に
対
し
て
は
授
業
外
で
個
別

に
指
導
を
行
い
ま
す
が
、授
業
は
学
生
の
自

主
的
な
運
営
の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、グ
ル
ー
プ
発
表
の
準
備
や
勉
強
会

等
、授
業
以
外
に
も
学
生
が
自
主
的
に
集

　「
個
々
が
テ
ー
マ
に
対
し
て
し
っ
か
り
向
き
合

い
、意
見
交
換
を
通
し
て
理
解
を
よ
り一
層
深

め
合
え
る
ゼ
ミ
」「
学
生
同
士
の
仲
が
良
く
、

先
生
も
気
さ
く
な
方
で
、授
業
と
息
抜
き
と

を
メ
リ
ハリ
つ
け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
」

「『
多
様
性
』を
大
切
に
し
て
い
る
ゼ
ミ
」「
み
ん

な
熱
心
で
、自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
仲
間

の
多
い
ゼ
ミ
」「
言
語
教
育
を
多
面
的
に
学
べ

て
、自
分
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
ゼ
ミ
」「
先
生

と
学
生
の
距
離
が
近
い
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ゼ
ミ
」

「
知
的
好
奇
心
を
共
有・議
論
す
る
と
と
も
に
、

温
か
く
見
守
って
も
ら
え
る
ゼ
ミ
」

文学部 教授

Nobuhiko Akamatsu

赤松 信彦 ゼミ
あかまつ のぶひこ

ま
り
学
習
す
る
こ
と
も
、こ
の
ゼ
ミ
の
特
色

で
す
。こ
の
よ
う
な
、ゼ
ミ
の
仲
間
と
と
も
に

学
ん
だ
経
験
が
卒
業
後
の
人
生
の
糧
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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学
生
の
主
体
性
を
信
頼
す
る
、

そ
れ
が
同
志
社
の
体
育
会

篠
原
　
も
う
何
度
も
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、金
メ
ダ
ル
が
決
ま
っ
た
時
の
お
気
持
ち
は
？

宇
山
　
そ
れ
は
正
直
な
と
こ
ろ
、ホ
ッ
と
し
た
、と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。長
い
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て

き
て
、コロ
ナ
で
さ
ら
に
１
年
延
び
て
、そ
の
間
、自
分

に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
を
か
け
続
け
て
き
た
の
で
。他
の

３
人
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、僕
は
む

コ
ロ
ナ
禍
で
無
観
客
開
催
と
な
っ
た
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。男
子
エ
ペ
団
体

の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
勇
気
を
得
た
人
も
多

い
だ
ろ
う
。喜
び
に
沸
く
チ
ー
ム
の
中
で
、ひ

と
き
わ
ク
ー
ル
だ
っ
た
宇
山
さ
ん
。体
育
会

ヨ
ッ
ト
部
の
篠
原
璃
音
さ
ん
が
そ
の
競
技
生

活
へ
の
想
い
と
、強
さ
の
秘
密
を
聞
い
た
。

宇
山  

賢
さ
ん
に

東
京
2
0
2
0
オ
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執
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図
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紹
介
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（
価
格
は
税
込
）

毛沢東時代の経済
厳善平 他著
名古屋大学出版会  5,940円

外来植物が変えた
江戸時代
佐野静代 著  吉川弘文館  1,870 円

英語上達40レッスン
菅原真理子 他著  
朝倉書店  3,080円

ケア宣言 相互依存の政治へ
岡野八代 他訳  大月書店  2,420円

米中の経済安全保障戦略
村山裕三 編  村山裕三 他著
芙蓉書房出版  2,750円

イギリス帝国史
水谷智 他訳  昭和堂  2,970円

憲法演習サブノート210問
松本哲治 御幸聖樹 他著
弘文堂  3,190円

日本社会の移民第二世代
兒島明 他著  明石書店  6,490円

中世禅の知
GAETAN RAPPO 他著 
臨川書店  3,190円

租税実体法の諸相と論点
相続税、消費税、地方税
田中治 著  清文社  8,580円

租税の存在理由と
租税法律主義の現代的意義
田中治 著  清文社  9,350円

イランの核問題と国際法
浅田正彦 著
東信堂  1,100円

租税実体法の諸相と論点
所得課税
田中治 著  清文社  7,700円

所得税をめぐる紛争の
特質とその解釈論
田中治 著  清文社  9,900円

欧米圏デジタル・
ヒューマニティーズの
基礎知識
山中美潮 他編  文学通信  3,080円

租税手続法の諸相と論点
田中治 著  清文社  9,350円

南北朝内乱と京都
山田徹 著  吉川弘文館  2,970円

北に渡った言語学者
板垣竜太 著  人文書院  4,950円　

社会福祉行政 新版
畑本裕介 著  法律文化社  3,520円

事例研究行政法 第4版
曽和俊文 他編著
佐伯祐二  横田光平 他著
日本評論社  3,850円

国際関係と法の支配
浅田正彦 他編著  兼原信克 他著
信山社  33,000円

音響学の展開
秋山いわき 他著   コロナ社  4,620円

憲法秩序の新構想
松本哲治 他著   三省堂  8,250円

中欧・東欧文化事典
月村太郎 他著  丸善出版  24,200円

ミクロデータからみる
現代中国の社会と経済
厳善平 著  勁草書房  5,500円

新型コロナ感染の
政策課題と分析
内藤徹 他著  日本評論社  5,390円

現代アメリカ社会を
知るための63章
落合明子 他編著  明石書店  2,200円　

オモニがうたう竹田の子守唄
板垣竜太 他編 
インパクト出版会  3,300円

移民のヨーロッパ史
穐山洋子 他監訳
東京外国語大学出版会  3,520円

民法学の継承と展開
佐久間毅 他著  有斐閣  22,000円

運動としての大衆文化
佐野明子 他著  水声社  7,150円

判例民事訴訟法入門
川嶋四郎 編  川嶋四郎  園田賢治 他著
日本評論社  2,860円

論集泉鏡花 第六集
田中励儀 他著  和泉書院  7,700円

テキストブック地方自治 第3版
市川喜崇 他著
東洋経済新報社  3,080円

生活形式と脆弱性
ANNE GONON 他編著  萌書房  1,760円

はじめての憲法学 第4版
大島佳代子 他著  三省堂  2,970円　

ヘイトスピーチ規制の
最前線と法理の考察
檜垣伸次 他編著  法律文化社  3,520円

知財のフロンティア 第1巻
山根崇邦 他編著  浅野有紀 他著
勁草書房  6,050円

知財のフロンティア 第2巻
山根崇邦 他編著  河島伸子 他著
勁草書房  5,720円

コンメンタール教育基本法
大島佳代子  横田光平 他著
学陽書房  6,600円

自動車室内の静粛性向上と、
防音・防振技術、材料の開発
廣垣俊樹 他著
技術情報協会  88,000円

日本古典文学の研究
趙智英 城阪早紀 他著  新典社  10,340円

学修成果の可視化と
内部質保証
山田礼子 他編著  
玉川大学出版部  3,740円

クィア・シネマ・スタディーズ
菅野優香 編  菅野優香 他著
晃洋書房  2,530円

教養としてのアメリカ研究
松本明日香 他著
大学教育出版  2,200円　

〈キャラクター〉の大衆文化
佐野明子 他著
KADOKAWA  2,750円

ポスト・グローバル化と
国家の変容
吉田徹 他著
ナカニシヤ出版  3,630円

法の理論 40
鬼頭葉子 濱真一郎 他著
成文堂  4,180円

古典文学をどう読むのか
勝山貴之 他著  新典社  2,090円

日本とアジアの
民主主義を測る
池田謙一 編  池田謙一  他著
勁草書房  3,850円

なぜ、イスラームと
衝突し続けるのか
内藤正典 著   明石書店  2,420円

中小企業政策論
関智宏 編集責任
関西学院大学出版会  3,960円

ナターシャの踊り 下
中野幸男 他訳 白水社  5,500円

憲法判例コレクション
松本哲治 他編著  有斐閣  2,970円

食品免疫学事典
市川寛 他編著  朝倉書店  13,200円　

現代アメリカ教育
ハンドブック 第2版
山田礼子 他著  東信堂  3,960円

ディジタル信号処理における
システム最適化技術
桂井麻里衣 他編  オーム社  3,960円

情報通信工学
岩井誠人 他著  オーム社  2,970円

女性たちで子を産み
育てるということ
岡野八代 他著  白澤社  1,980円

新・コンメンタール 刑法 第2版
十河太朗 他著  日本評論社  3,740円

脱領域・脱構築・脱半球
圓月勝博 他著  小鳥遊書房  5,280円

ミトコンドリアダイナミクス
市川寛 他著  
エヌ・ティー・エス  53,900円

ワークライフ・
インテグレーション
中村艶子 他編著
ミネルヴァ書房  3,520円

室町文化の座標軸
山田徹 他著  勉誠出版  10,780円　

包括的な支援体制の
ガバナンス
永田祐 著  有斐閣  4,290円

西太平洋連合のすすめ
鈴木絢女 他著
東洋経済新報社  2,860円

メタファー：心理療法に
「ことばの科学」を取り入れる

武藤崇 他監訳  星和書店  3,300円

手塚治虫は
「ジャングル大帝」に
どんな思いを込めたのか
竹内長武 著  ミネルヴァ書房  3,850円

ナターシャの踊り 上
中野幸男 他訳  白水社  5,280円

聞
く

Satoru Uyama し
ろ
解
放
感
に
浸
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。だ
か

ら
、実
感
が
わ
い
て
き
た
の
は
、翌
日
の
記
者
会
見

の
時
で
す
。金
メ
ダ
ル
の
価
値
っ
て
、ほ
か
の
人
が
判

断
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。や
っ
ぱ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
す
ご
い
ん
だ
な
、金
メ
ダ
ルっ
て
す
ご

い
ん
だ
な
、と
。

篠
原
　
す
ご
い
と
思
い
ま
す
！ 

宇
山
さ
ん
は
学
生

時
代
に
も
、全
日
本
学
生
選
手
権
３
連
覇
や
全
日

本
選
手
権
で
の
優
勝
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。同
志

社
で
の
ど
ん
な
日
々
が
そ
う
い
う
戦
績
に
結
び
つ
い
た

の
か
、と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
居
酒
屋…

で
す
か
ね
。

篠
原
　
？
？
？

宇
山
　
中
学
生
や
高
校
生
っ
て
い
う
の
は
、コ
ー
チ
や

指
導
者
の
言
う
こ
と
を
聞
く
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

で
、指
導
者
の
方
も
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
、教
え

ら
れ
る
こ
と
を
、教
え
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。そ
こ

に
、中
学
生
や
高
校
生
の
限
界
が
あ
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。同
志
社
の
フェン
シ
ン
グ
部
に
も
、も
ち
ろ
ん
指

導
し
て
く
だ
さ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
の

枠
を
超
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
。篠
原
さ
ん

も
ヨ
ッ
ト
部
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
の
で
よ
く
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、同
志
社
の
体
育
会
の
活
動
は
教

育
の一
環
と
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。ト
レ
ー
ニン
グ
の
方

法
や
試
合
で
の
戦
術
も
、学
生
が
自
分
で
考
え
る
の

が
基
本
で
す
。世
界
の
ト
ッ
プ
が
ど
う
や
っ
て
い
る
の

か
、何
を
考
え
て
い
る
の
か
、自
分
た
ち
で
情
報
を
集

め
て
、仮
説
を
立
て
て
、ト
ラ
イ
す
る
。P
D
C
A
を

回
し
て
い
く
感
じ
で
し
た
ね
。

篠
原
　
フ
ェン
シ
ン
グ
部
の
人
、み
な
さ
ん
が
そ
う
い

う
考
え
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
自
由
な
の
で
。い

ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
て
い
い
し
、そ
れ
を
同
じ
型

に
は
め
な
い
と
こ
ろ
も
同
志
社
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
で
す
。僕
の
同
期
の
主
将
は
不
器
用
な
が
ら

も
情
熱
の
あ
る
タ
イ
プ
で
、勢
い
で
み
ん
な
を
引
っ

張
って
い
く
。よ
ー
し
、毎
日
走
る
ぞ
、お
ー
、み
た
い
な
。

副
将
だ
っ
た
僕
は
正
反
対
で
、情
報
を
集
め
て
み
ん

な
を
説
得
し
て
い
く
タ
イ
プ
。ネ
チ
ネ
チ
系
で
す
ね

（
笑
）。な
の
で
、授
業
や
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
居
酒

屋
に
集
ま
って
、発
泡
酒
と
無
限
キ
ャベツ
で
延
々
と
話

し
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。そ
ん
な
日
々
で
し
た
。

不
確
定
要
素
の
多
い
競
技
ほ
ど
、

考
え
る
力
が
試
さ
れ
る

篠
原
　
あ
、そ
れ
で
居
酒
屋
（
笑
）
。で
も
、

P
D
C
A
を
回
し
て
い
く
と
い
う
お
話
に
は
納
得

で
す
。私
の
周
り
で
も
そ
う
い
う
人
の
成
長
ス
ピ
ー
ド

に
圧
倒
さ
れ
て
き
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。宇
山
さ
ん

は
中
学
校
入
学
と
同
時
に
フェン
シ
ン
グ
を
始
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
き
っ
か
け
は
２
歳
上
の
兄
で
す
。地
元
の
高

松
に
中
高
一
貫
の
公
立
学
校
が
で
き
て
、兄
が
先
に

そ
こ
に
入
学
し
て
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
っ
て
い
た
ん

で
す
。僕
も
そ
こ
の
中
学
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
、兄

が「
部
活
、決
め
た
の
か
？
」と
。そ
も
そ
も
僕
は
運

動
が
得
意
じ
ゃ
な
かっ
た
ん
で
す
。

篠
原
　
ま
さ
か
！

宇
山
　
い
や
、ほ
ん
と
に
。習
い
事
と
い
え
ば
ピ
ア
ノ
と

エレ
ク
ト
ー
ン
。競
技
と
い
う
他
人
と
運
動
で
競
う
こ

と
自
体
、や
っ
た
こ
と
が
な
かっ
た
ん
で
す
。そ
れ
な
の

に
兄
が「
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
れ
、お
前
で
も
勝
て
る

か
も
し
れ
ん
」と
か
、調
子
の
い
い
こ
と
を
言
っ
て
。そ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、た
ぶ
ん
吹
奏
楽
部
に
入
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。よ
く
よ
く
聞
く
と
、中
学
生
の
部
員

が
少
な
い
か
ら
新
入
部
員
が
欲
し
い
、と
い
う
状
況

だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

篠
原
　
そ
れ
で
も
、中
学
・
高
校
と
６
年
間
、フ
ェン

シ
ン
グ
を
続
け
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

宇
山
　
足
が
速
い
、瞬
発
力
が
あ
る
、な
ど
と
いっ
た

フ
ィ
ジ
カ
ル
を
競
い
合
う
競
技
だ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
辞
め

て
い
た
と
思
い
ま
す
。運
動
、苦
手
だ
し
。で
も
、フェン

シ
ン
グ
は
体
力
や
運
動
神
経
だ
け
で
は
勝
負
が
つ
か

な
い
ん
で
す
。対
人
競
技
だ
か
ら
駆
け
引
き
が
大
事

だ
し
、不
確
定
要
素
も
大
き
い
。僕
で
も
勝
て
る
か
も

し
れ
な
い
、と
言
っ
た
兄
は
、正
し
かっ
た（
笑
）。

篠
原
　
お
兄
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ね（
笑
）。ヨッ
ト
も

不
確
定
要
素
の
大
き
い
競
技
で
、天
候
の
急
変
な

ど
、瞬
時
に
判
断
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
ん
で
す
よ
ね
。不
確
定

要
素
の
大
き
い
競
技
は
、勝
ち
続
け
る
の
は
難
し
い

け
れ
ど
、取
り
組
む
角
度
は
無
限
に
あ
る
。そ
の
面

白
さ
は
、大
学
で
主
体
的
に
や
る
よ
う
に
な
っ
て
本

当
に
実
感
し
ま
し
た
。

人
と
の
繋
が
り
、感
謝
の
気
持
ち

を
戦
う
力
に
変
え
る

篠
原
　
競
技
生
活
で
壁
に
当
た
っ
た
と
き
は
、ど
う

や
っ
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
頼
れ
る
人
の
存
在
が
財
産
で
す
。コロ
ナ
禍

で
身
に
染
み
た
人
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、一
人
で

い
る
と
不
安
ば
か
り
が
肥
大
し
て
き
ま
す
よ
ね
。自

分
ば
か
り
が
損
を
し
て
い
る
、み
た
い
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
に
支
配
さ
れ
が
ち
。だ
か
ら
、で
き
る
だ
け
い

ろ
ん
な
人
と
繋
が
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

自
分
の
考
え
以
外
の
選
択
肢
を
与
え
て
く
れ
る
人

が
財
産
で
す
。特
に
同
志
社
の
O
B
会
は
強
力
で

す
。知
見
も
あ
る
し
、人
脈
も
広
く
て
深
い
。

篠
原
　
う
ち
の
O
B
・
O
G
の
み
な
さ
ん
、本
当
に

面
倒
見
が
良
く
て
、頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

宇
山
　
大
学
４
年
間
の
取
り
組
み
が
濃
密
だ
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。そ
の
中
で
、も
っ
と
こ
う
や
れ
ば
良
か
っ

た
、み
た
い
な
思
い
も
あ
っ
て
、そ
れ
を
現
役
生
に
還

元
し
て
い
き
た
い
、と
考
え
る
。そ
れ
が
代
々
繋
が
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
き
っ
と
同
じ
で
す
よ

ね
。最
初
は
ご
く
少
数
の
人
た
ち
が
始
め
た
マ
イ

ナ
ー
な
大
会
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。で
も
、そ
れ
に

関
わ
る
人
た
ち
が
そ
の
価
値
を
高
め
、広
げ
て
いっ

て
、選
手
た
ち
も
そ
れ
を
理
解
し
て
バ
ト
ン
を
繋
い
で

いっ
た
か
ら
、今
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。

篠
原
　
私
は
こ
の
４
月
か
ら
就
職
し
て
、バ
リ
バ
リ

働
く
つ
も
り
な
ん
で
す
が
、一
方
で
、ヨッ
ト
の
世
界
大

会
に
出
場
す
る
権
利
も
保
有
し
て
い
ま
す
。仕
事
と

ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
に
つ
い
て
、な
に
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

宇
山
　
世
界
大
会
を
目
指
す
な
ら
、仕
事
の
面
で

は
同
期
の
人
に
後
れ
を
と
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
こ
は
上
司
な
の
か
人
事
の
人
な
の
か
、相
談
し
て

リ
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。僕
も
出
社
す
る
た
び
に
、後
輩
が
自
分
の
知
ら

な
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
の
を
見
て
、後
ろ
め
た
い

や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
。そ
の
分
、結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
、と
い
う
い
い
意
味
で
の
プ
レッ
シ
ャ
ー
を
自
分
に

か
け
て
い
ま
し
た
し
、引
退
後
は
僕
な
り
の
経
験
を

活
か
し
て
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠
原
　
試
合
の
結
果
で
会
社
に
貢
献
し
て
い
る
、と

も
言
え
る
の
で
は
？

宇
山
　
で
も
、ア
ス
リ
ー
ト
が
所
属
し
て
い
る
会
社

を
お
財
布
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
う

ん
で
す
。そ
の
会
社
が
ア
ス
リ
ー
ト
を
採
用
す
る
た
め

に
、ど
ん
な
人
が
ど
う
動
い
て
く
れ
た
の
か
、ど
う
い

う
経
緯
で
、ど
う
い
う
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
く
れ
た
の
か
。

ど
う
予
算
を
確
保
し
て
、自
分
の
伝
票
を
ど
う
処

理
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
。そ
う
い
う
こ
と
は
、ち
ゃ
ん

と
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
。会
社
の
い
ろ
ん
な
部
署

の
人
た
ち
が
、自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
、そ
れ
は
自
分
の
戦
う
力
に
な
っ
て
返
っ

て
く
る
は
ず
で
す
。

篠
原 

璃
音
さ
ん

生
命
医
科
学
部
医
情
報
学
科

4
年
次
生（
2
0
2
2
年
卒
業
）

体
育
会
ヨッ
ト
部
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学
生
の
主
体
性
を
信
頼
す
る
、

そ
れ
が
同
志
社
の
体
育
会

篠
原
　
も
う
何
度
も
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、金
メ
ダ
ル
が
決
ま
っ
た
時
の
お
気
持
ち
は
？

宇
山
　
そ
れ
は
正
直
な
と
こ
ろ
、ホ
ッ
と
し
た
、と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。長
い
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て

き
て
、コロ
ナ
で
さ
ら
に
１
年
延
び
て
、そ
の
間
、自
分

に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
を
か
け
続
け
て
き
た
の
で
。他
の

３
人
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、僕
は
む

コ
ロ
ナ
禍
で
無
観
客
開
催
と
な
っ
た
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。男
子
エ
ペ
団
体

の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
勇
気
を
得
た
人
も
多

い
だ
ろ
う
。喜
び
に
沸
く
チ
ー
ム
の
中
で
、ひ

と
き
わ
ク
ー
ル
だ
っ
た
宇
山
さ
ん
。体
育
会

ヨ
ッ
ト
部
の
篠
原
璃
音
さ
ん
が
そ
の
競
技
生

活
へ
の
想
い
と
、強
さ
の
秘
密
を
聞
い
た
。

宇
山  
賢
さ
ん
に

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ェン
シ
ン
グ
男
子
エペ
団
体 
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト

同
志
社
人

訪

　
　問

宇
山 

賢
さ
ん

｜
2
0
1
4
年 

商
学
部 
卒
業
｜

Interview 
with

Doshisha 
People

Interview 
with

Doshisha 
People

INFORMATION

2022 April

本
学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
介

4

（
価
格
は
税
込
）

毛沢東時代の経済
厳善平 他著
名古屋大学出版会  5,940円

外来植物が変えた
江戸時代
佐野静代 著  吉川弘文館  1,870 円

英語上達40レッスン
菅原真理子 他著  
朝倉書店  3,080円

ケア宣言 相互依存の政治へ
岡野八代 他訳  大月書店  2,420円

米中の経済安全保障戦略
村山裕三 編  村山裕三 他著
芙蓉書房出版  2,750円

イギリス帝国史
水谷智 他訳  昭和堂  2,970円

憲法演習サブノート210問
松本哲治 御幸聖樹 他著
弘文堂  3,190円

日本社会の移民第二世代
兒島明 他著  明石書店  6,490円

中世禅の知
GAETAN RAPPO 他著 
臨川書店  3,190円

租税実体法の諸相と論点
相続税、消費税、地方税
田中治 著  清文社  8,580円

租税の存在理由と
租税法律主義の現代的意義
田中治 著  清文社  9,350円

イランの核問題と国際法
浅田正彦 著
東信堂  1,100円

租税実体法の諸相と論点
所得課税
田中治 著  清文社  7,700円

所得税をめぐる紛争の
特質とその解釈論
田中治 著  清文社  9,900円

欧米圏デジタル・
ヒューマニティーズの
基礎知識
山中美潮 他編  文学通信  3,080円

租税手続法の諸相と論点
田中治 著  清文社  9,350円

南北朝内乱と京都
山田徹 著  吉川弘文館  2,970円

北に渡った言語学者
板垣竜太 著  人文書院  4,950円　

社会福祉行政 新版
畑本裕介 著  法律文化社  3,520円

事例研究行政法 第4版
曽和俊文 他編著
佐伯祐二  横田光平 他著
日本評論社  3,850円

国際関係と法の支配
浅田正彦 他編著  兼原信克 他著
信山社  33,000円

音響学の展開
秋山いわき 他著   コロナ社  4,620円

憲法秩序の新構想
松本哲治 他著   三省堂  8,250円

中欧・東欧文化事典
月村太郎 他著  丸善出版  24,200円

ミクロデータからみる
現代中国の社会と経済
厳善平 著  勁草書房  5,500円

新型コロナ感染の
政策課題と分析
内藤徹 他著  日本評論社  5,390円

現代アメリカ社会を
知るための63章
落合明子 他編著  明石書店  2,200円　

オモニがうたう竹田の子守唄
板垣竜太 他編 
インパクト出版会  3,300円

移民のヨーロッパ史
穐山洋子 他監訳
東京外国語大学出版会  3,520円

民法学の継承と展開
佐久間毅 他著  有斐閣  22,000円

運動としての大衆文化
佐野明子 他著  水声社  7,150円

判例民事訴訟法入門
川嶋四郎 編  川嶋四郎  園田賢治 他著
日本評論社  2,860円

論集泉鏡花 第六集
田中励儀 他著  和泉書院  7,700円

テキストブック地方自治 第3版
市川喜崇 他著
東洋経済新報社  3,080円

生活形式と脆弱性
ANNE GONON 他編著  萌書房  1,760円

はじめての憲法学 第4版
大島佳代子 他著  三省堂  2,970円　

ヘイトスピーチ規制の
最前線と法理の考察
檜垣伸次 他編著  法律文化社  3,520円

知財のフロンティア 第1巻
山根崇邦 他編著  浅野有紀 他著
勁草書房  6,050円

知財のフロンティア 第2巻
山根崇邦 他編著  河島伸子 他著
勁草書房  5,720円

コンメンタール教育基本法
大島佳代子  横田光平 他著
学陽書房  6,600円

自動車室内の静粛性向上と、
防音・防振技術、材料の開発
廣垣俊樹 他著
技術情報協会  88,000円

日本古典文学の研究
趙智英 城阪早紀 他著  新典社  10,340円

学修成果の可視化と
内部質保証
山田礼子 他編著  
玉川大学出版部  3,740円

クィア・シネマ・スタディーズ
菅野優香 編  菅野優香 他著
晃洋書房  2,530円

教養としてのアメリカ研究
松本明日香 他著
大学教育出版  2,200円　

〈キャラクター〉の大衆文化
佐野明子 他著
KADOKAWA  2,750円

ポスト・グローバル化と
国家の変容
吉田徹 他著
ナカニシヤ出版  3,630円

法の理論 40
鬼頭葉子 濱真一郎 他著
成文堂  4,180円

古典文学をどう読むのか
勝山貴之 他著  新典社  2,090円

日本とアジアの
民主主義を測る
池田謙一 編  池田謙一  他著
勁草書房  3,850円

なぜ、イスラームと
衝突し続けるのか
内藤正典 著   明石書店  2,420円

中小企業政策論
関智宏 編集責任
関西学院大学出版会  3,960円

ナターシャの踊り 下
中野幸男 他訳 白水社  5,500円

憲法判例コレクション
松本哲治 他編著  有斐閣  2,970円

食品免疫学事典
市川寛 他編著  朝倉書店  13,200円　

現代アメリカ教育
ハンドブック 第2版
山田礼子 他著  東信堂  3,960円

ディジタル信号処理における
システム最適化技術
桂井麻里衣 他編  オーム社  3,960円

情報通信工学
岩井誠人 他著  オーム社  2,970円

女性たちで子を産み
育てるということ
岡野八代 他著  白澤社  1,980円

新・コンメンタール 刑法 第2版
十河太朗 他著  日本評論社  3,740円

脱領域・脱構築・脱半球
圓月勝博 他著  小鳥遊書房  5,280円

ミトコンドリアダイナミクス
市川寛 他著  
エヌ・ティー・エス  53,900円

ワークライフ・
インテグレーション
中村艶子 他編著
ミネルヴァ書房  3,520円

室町文化の座標軸
山田徹 他著  勉誠出版  10,780円　

包括的な支援体制の
ガバナンス
永田祐 著  有斐閣  4,290円

西太平洋連合のすすめ
鈴木絢女 他著
東洋経済新報社  2,860円

メタファー：心理療法に
「ことばの科学」を取り入れる

武藤崇 他監訳  星和書店  3,300円

手塚治虫は
「ジャングル大帝」に
どんな思いを込めたのか
竹内長武 著  ミネルヴァ書房  3,850円

ナターシャの踊り 上
中野幸男 他訳  白水社  5,280円

聞
く

Satoru Uyama し
ろ
解
放
感
に
浸
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。だ
か

ら
、実
感
が
わ
い
て
き
た
の
は
、翌
日
の
記
者
会
見

の
時
で
す
。金
メ
ダ
ル
の
価
値
っ
て
、ほ
か
の
人
が
判

断
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。や
っ
ぱ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
す
ご
い
ん
だ
な
、金
メ
ダ
ルっ
て
す
ご

い
ん
だ
な
、と
。

篠
原
　
す
ご
い
と
思
い
ま
す
！ 

宇
山
さ
ん
は
学
生

時
代
に
も
、全
日
本
学
生
選
手
権
３
連
覇
や
全
日

本
選
手
権
で
の
優
勝
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。同
志

社
で
の
ど
ん
な
日
々
が
そ
う
い
う
戦
績
に
結
び
つ
い
た

の
か
、と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
居
酒
屋…

で
す
か
ね
。

篠
原
　
？
？
？

宇
山
　
中
学
生
や
高
校
生
っ
て
い
う
の
は
、コ
ー
チ
や

指
導
者
の
言
う
こ
と
を
聞
く
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

で
、指
導
者
の
方
も
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
、教
え

ら
れ
る
こ
と
を
、教
え
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。そ
こ

に
、中
学
生
や
高
校
生
の
限
界
が
あ
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。同
志
社
の
フェン
シ
ン
グ
部
に
も
、も
ち
ろ
ん
指

導
し
て
く
だ
さ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
の

枠
を
超
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
。篠
原
さ
ん

も
ヨ
ッ
ト
部
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
の
で
よ
く
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、同
志
社
の
体
育
会
の
活
動
は
教

育
の一
環
と
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。ト
レ
ー
ニン
グ
の
方

法
や
試
合
で
の
戦
術
も
、学
生
が
自
分
で
考
え
る
の

が
基
本
で
す
。世
界
の
ト
ッ
プ
が
ど
う
や
っ
て
い
る
の

か
、何
を
考
え
て
い
る
の
か
、自
分
た
ち
で
情
報
を
集

め
て
、仮
説
を
立
て
て
、ト
ラ
イ
す
る
。P
D
C
A
を

回
し
て
い
く
感
じ
で
し
た
ね
。

篠
原
　
フ
ェン
シ
ン
グ
部
の
人
、み
な
さ
ん
が
そ
う
い

う
考
え
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
自
由
な
の
で
。い

ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
て
い
い
し
、そ
れ
を
同
じ
型

に
は
め
な
い
と
こ
ろ
も
同
志
社
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
で
す
。僕
の
同
期
の
主
将
は
不
器
用
な
が
ら

も
情
熱
の
あ
る
タ
イ
プ
で
、勢
い
で
み
ん
な
を
引
っ

張
って
い
く
。よ
ー
し
、毎
日
走
る
ぞ
、お
ー
、み
た
い
な
。

副
将
だ
っ
た
僕
は
正
反
対
で
、情
報
を
集
め
て
み
ん

な
を
説
得
し
て
い
く
タ
イ
プ
。ネ
チ
ネ
チ
系
で
す
ね

（
笑
）。な
の
で
、授
業
や
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
居
酒

屋
に
集
ま
って
、発
泡
酒
と
無
限
キ
ャベツ
で
延
々
と
話

し
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。そ
ん
な
日
々
で
し
た
。

不
確
定
要
素
の
多
い
競
技
ほ
ど
、

考
え
る
力
が
試
さ
れ
る

篠
原
　
あ
、そ
れ
で
居
酒
屋
（
笑
）
。で
も
、

P
D
C
A
を
回
し
て
い
く
と
い
う
お
話
に
は
納
得

で
す
。私
の
周
り
で
も
そ
う
い
う
人
の
成
長
ス
ピ
ー
ド

に
圧
倒
さ
れ
て
き
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。宇
山
さ
ん

は
中
学
校
入
学
と
同
時
に
フェン
シ
ン
グ
を
始
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
き
っ
か
け
は
２
歳
上
の
兄
で
す
。地
元
の
高

松
に
中
高
一
貫
の
公
立
学
校
が
で
き
て
、兄
が
先
に

そ
こ
に
入
学
し
て
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
っ
て
い
た
ん

で
す
。僕
も
そ
こ
の
中
学
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
、兄

が「
部
活
、決
め
た
の
か
？
」と
。そ
も
そ
も
僕
は
運

動
が
得
意
じ
ゃ
な
かっ
た
ん
で
す
。

篠
原
　
ま
さ
か
！

宇
山
　
い
や
、ほ
ん
と
に
。習
い
事
と
い
え
ば
ピ
ア
ノ
と

エレ
ク
ト
ー
ン
。競
技
と
い
う
他
人
と
運
動
で
競
う
こ

と
自
体
、や
っ
た
こ
と
が
な
かっ
た
ん
で
す
。そ
れ
な
の

に
兄
が「
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
れ
、お
前
で
も
勝
て
る

か
も
し
れ
ん
」と
か
、調
子
の
い
い
こ
と
を
言
っ
て
。そ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、た
ぶ
ん
吹
奏
楽
部
に
入
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。よ
く
よ
く
聞
く
と
、中
学
生
の
部
員

が
少
な
い
か
ら
新
入
部
員
が
欲
し
い
、と
い
う
状
況

だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

篠
原
　
そ
れ
で
も
、中
学
・
高
校
と
６
年
間
、フ
ェン

シ
ン
グ
を
続
け
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

宇
山
　
足
が
速
い
、瞬
発
力
が
あ
る
、な
ど
と
いっ
た

フ
ィ
ジ
カ
ル
を
競
い
合
う
競
技
だ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
辞
め

て
い
た
と
思
い
ま
す
。運
動
、苦
手
だ
し
。で
も
、フェン

シ
ン
グ
は
体
力
や
運
動
神
経
だ
け
で
は
勝
負
が
つ
か

な
い
ん
で
す
。対
人
競
技
だ
か
ら
駆
け
引
き
が
大
事

だ
し
、不
確
定
要
素
も
大
き
い
。僕
で
も
勝
て
る
か
も

し
れ
な
い
、と
言
っ
た
兄
は
、正
し
かっ
た（
笑
）。

篠
原
　
お
兄
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ね（
笑
）。ヨッ
ト
も

不
確
定
要
素
の
大
き
い
競
技
で
、天
候
の
急
変
な

ど
、瞬
時
に
判
断
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
ん
で
す
よ
ね
。不
確
定

要
素
の
大
き
い
競
技
は
、勝
ち
続
け
る
の
は
難
し
い

け
れ
ど
、取
り
組
む
角
度
は
無
限
に
あ
る
。そ
の
面

白
さ
は
、大
学
で
主
体
的
に
や
る
よ
う
に
な
っ
て
本

当
に
実
感
し
ま
し
た
。

人
と
の
繋
が
り
、感
謝
の
気
持
ち

を
戦
う
力
に
変
え
る

篠
原
　
競
技
生
活
で
壁
に
当
た
っ
た
と
き
は
、ど
う

や
っ
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
頼
れ
る
人
の
存
在
が
財
産
で
す
。コロ
ナ
禍

で
身
に
染
み
た
人
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、一
人
で

い
る
と
不
安
ば
か
り
が
肥
大
し
て
き
ま
す
よ
ね
。自

分
ば
か
り
が
損
を
し
て
い
る
、み
た
い
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
に
支
配
さ
れ
が
ち
。だ
か
ら
、で
き
る
だ
け
い

ろ
ん
な
人
と
繋
が
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

自
分
の
考
え
以
外
の
選
択
肢
を
与
え
て
く
れ
る
人

が
財
産
で
す
。特
に
同
志
社
の
O
B
会
は
強
力
で

す
。知
見
も
あ
る
し
、人
脈
も
広
く
て
深
い
。

篠
原
　
う
ち
の
O
B
・
O
G
の
み
な
さ
ん
、本
当
に

面
倒
見
が
良
く
て
、頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

宇
山
　
大
学
４
年
間
の
取
り
組
み
が
濃
密
だ
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。そ
の
中
で
、も
っ
と
こ
う
や
れ
ば
良
か
っ

た
、み
た
い
な
思
い
も
あ
っ
て
、そ
れ
を
現
役
生
に
還

元
し
て
い
き
た
い
、と
考
え
る
。そ
れ
が
代
々
繋
が
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
き
っ
と
同
じ
で
す
よ

ね
。最
初
は
ご
く
少
数
の
人
た
ち
が
始
め
た
マ
イ

ナ
ー
な
大
会
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。で
も
、そ
れ
に

関
わ
る
人
た
ち
が
そ
の
価
値
を
高
め
、広
げ
て
いっ

て
、選
手
た
ち
も
そ
れ
を
理
解
し
て
バ
ト
ン
を
繋
い
で

いっ
た
か
ら
、今
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。

篠
原
　
私
は
こ
の
４
月
か
ら
就
職
し
て
、バ
リ
バ
リ

働
く
つ
も
り
な
ん
で
す
が
、一
方
で
、ヨッ
ト
の
世
界
大

会
に
出
場
す
る
権
利
も
保
有
し
て
い
ま
す
。仕
事
と

ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
に
つ
い
て
、な
に
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

宇
山
　
世
界
大
会
を
目
指
す
な
ら
、仕
事
の
面
で

は
同
期
の
人
に
後
れ
を
と
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
こ
は
上
司
な
の
か
人
事
の
人
な
の
か
、相
談
し
て

リ
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。僕
も
出
社
す
る
た
び
に
、後
輩
が
自
分
の
知
ら

な
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
の
を
見
て
、後
ろ
め
た
い

や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
。そ
の
分
、結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
、と
い
う
い
い
意
味
で
の
プ
レッ
シ
ャ
ー
を
自
分
に

か
け
て
い
ま
し
た
し
、引
退
後
は
僕
な
り
の
経
験
を

活
か
し
て
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠
原
　
試
合
の
結
果
で
会
社
に
貢
献
し
て
い
る
、と

も
言
え
る
の
で
は
？

宇
山
　
で
も
、ア
ス
リ
ー
ト
が
所
属
し
て
い
る
会
社

を
お
財
布
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
う

ん
で
す
。そ
の
会
社
が
ア
ス
リ
ー
ト
を
採
用
す
る
た
め

に
、ど
ん
な
人
が
ど
う
動
い
て
く
れ
た
の
か
、ど
う
い

う
経
緯
で
、ど
う
い
う
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
く
れ
た
の
か
。

ど
う
予
算
を
確
保
し
て
、自
分
の
伝
票
を
ど
う
処

理
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
。そ
う
い
う
こ
と
は
、ち
ゃ
ん

と
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
。会
社
の
い
ろ
ん
な
部
署

の
人
た
ち
が
、自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
、そ
れ
は
自
分
の
戦
う
力
に
な
っ
て
返
っ

て
く
る
は
ず
で
す
。

篠
原 

璃
音
さ
ん

生
命
医
科
学
部
医
情
報
学
科

4
年
次
生（
2
0
2
2
年
卒
業
）

体
育
会
ヨッ
ト
部
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学
生
の
主
体
性
を
信
頼
す
る
、

そ
れ
が
同
志
社
の
体
育
会

篠
原
　
も
う
何
度
も
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、金
メ
ダ
ル
が
決
ま
っ
た
時
の
お
気
持
ち
は
？

宇
山
　
そ
れ
は
正
直
な
と
こ
ろ
、ホ
ッ
と
し
た
、と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。長
い
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て

き
て
、コロ
ナ
で
さ
ら
に
１
年
延
び
て
、そ
の
間
、自
分

に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
を
か
け
続
け
て
き
た
の
で
。他
の

３
人
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、僕
は
む

1991年香川県生まれ。中学校入学と同時にフェンシ
ングを始める。2014年同志社大学商学部卒業後、大手
家具メーカーに就職。2015年8月、JOCがトップアス
リートの就職を支援する制度「アスナビ」を活用して
三菱電機に入社。最近の主な戦績は、2017年7月世界
選手権ドイツ大会個人エペ 7位、同10月ワールドカップ
スイス大会団体エペ3位、2018年8月アジア大会団体
エペ優勝。東京2020オリンピックのフェンシング男子
エペ団体で金メダル獲得。

［ ヨット部での戦績 ］

2020年度全日本学生ヨット
個人選手権大会スナイプ級

（通称インカレ個人戦） 4位
2021年度全日本学生ヨット
個人選手権大会スナイプ級

（通称インカレ個人戦） 4位
2021年度全日本学生ヨット
選手権大会

（通称インカレ団体戦）総合 4位
2021年全日本スナイプ級
ミックスヨット選手権 優勝

・

・

・

・

「
金
メ
ダ
ル
の
価
値
？

  

そ
れ
は
周
り
の
人
が

  

判
断
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
」

Pro�le   宇山 賢さん

宇山さんへの取材の中でのキーワードは「人との繋がり」だと感じました。
壁にぶつかったときは周りの人 と々話し視野を広げることで乗り越えることが
でき、逆に誰かに関われば結局は自分に返ってくる、という信念に感銘を受け
ました。東京オリンピックへ向けて活動をされる中で、周りの方 へ々の感謝の
想いと共に戦う、これこそが宇山さんの強さの秘訣なのだと学びました。私も
体育会ヨット部での活動を通して、部活動の仲間やOB・OG、大学の友達
などたくさんの方 に々助けられ、多くの繋がりに支えられました。ひとりではな
かったからこそ強くなれたと改めて感じます。今年から社会人となりますが、人と
の繋がりを大切にし、多くの人と関わり合いながら成長していきたいと思います。

取材を終えて

今回の同志社人

し
ろ
解
放
感
に
浸
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。だ
か

ら
、実
感
が
わ
い
て
き
た
の
は
、翌
日
の
記
者
会
見

の
時
で
す
。金
メ
ダ
ル
の
価
値
っ
て
、ほ
か
の
人
が
判

断
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。や
っ
ぱ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
す
ご
い
ん
だ
な
、金
メ
ダ
ルっ
て
す
ご

い
ん
だ
な
、と
。

篠
原
　
す
ご
い
と
思
い
ま
す
！ 

宇
山
さ
ん
は
学
生

時
代
に
も
、全
日
本
学
生
選
手
権
３
連
覇
や
全
日

本
選
手
権
で
の
優
勝
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。同
志

社
で
の
ど
ん
な
日
々
が
そ
う
い
う
戦
績
に
結
び
つ
い
た

の
か
、と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
居
酒
屋…

で
す
か
ね
。

篠
原
　
？
？
？

宇
山
　
中
学
生
や
高
校
生
っ
て
い
う
の
は
、コ
ー
チ
や

指
導
者
の
言
う
こ
と
を
聞
く
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

で
、指
導
者
の
方
も
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
、教
え

ら
れ
る
こ
と
を
、教
え
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。そ
こ

に
、中
学
生
や
高
校
生
の
限
界
が
あ
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。同
志
社
の
フェン
シ
ン
グ
部
に
も
、も
ち
ろ
ん
指

導
し
て
く
だ
さ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
の

枠
を
超
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
。篠
原
さ
ん

も
ヨ
ッ
ト
部
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
の
で
よ
く
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、同
志
社
の
体
育
会
の
活
動
は
教

育
の一
環
と
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。ト
レ
ー
ニン
グ
の
方

法
や
試
合
で
の
戦
術
も
、学
生
が
自
分
で
考
え
る
の

が
基
本
で
す
。世
界
の
ト
ッ
プ
が
ど
う
や
っ
て
い
る
の

か
、何
を
考
え
て
い
る
の
か
、自
分
た
ち
で
情
報
を
集

め
て
、仮
説
を
立
て
て
、ト
ラ
イ
す
る
。P
D
C
A
を

回
し
て
い
く
感
じ
で
し
た
ね
。

篠
原
　
フ
ェン
シ
ン
グ
部
の
人
、み
な
さ
ん
が
そ
う
い

う
考
え
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
自
由
な
の
で
。い

ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
て
い
い
し
、そ
れ
を
同
じ
型

に
は
め
な
い
と
こ
ろ
も
同
志
社
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
で
す
。僕
の
同
期
の
主
将
は
不
器
用
な
が
ら

も
情
熱
の
あ
る
タ
イ
プ
で
、勢
い
で
み
ん
な
を
引
っ

張
って
い
く
。よ
ー
し
、毎
日
走
る
ぞ
、お
ー
、み
た
い
な
。

副
将
だ
っ
た
僕
は
正
反
対
で
、情
報
を
集
め
て
み
ん

な
を
説
得
し
て
い
く
タ
イ
プ
。ネ
チ
ネ
チ
系
で
す
ね

（
笑
）。な
の
で
、授
業
や
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
居
酒

屋
に
集
ま
って
、発
泡
酒
と
無
限
キ
ャベツ
で
延
々
と
話

し
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。そ
ん
な
日
々
で
し
た
。

不
確
定
要
素
の
多
い
競
技
ほ
ど
、

考
え
る
力
が
試
さ
れ
る

篠
原
　
あ
、そ
れ
で
居
酒
屋
（
笑
）
。で
も
、

P
D
C
A
を
回
し
て
い
く
と
い
う
お
話
に
は
納
得

で
す
。私
の
周
り
で
も
そ
う
い
う
人
の
成
長
ス
ピ
ー
ド

に
圧
倒
さ
れ
て
き
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。宇
山
さ
ん

は
中
学
校
入
学
と
同
時
に
フェン
シ
ン
グ
を
始
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
き
っ
か
け
は
２
歳
上
の
兄
で
す
。地
元
の
高

松
に
中
高
一
貫
の
公
立
学
校
が
で
き
て
、兄
が
先
に

そ
こ
に
入
学
し
て
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
っ
て
い
た
ん

で
す
。僕
も
そ
こ
の
中
学
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
、兄

が「
部
活
、決
め
た
の
か
？
」と
。そ
も
そ
も
僕
は
運

動
が
得
意
じ
ゃ
な
かっ
た
ん
で
す
。

篠
原
　
ま
さ
か
！

宇
山
　
い
や
、ほ
ん
と
に
。習
い
事
と
い
え
ば
ピ
ア
ノ
と

エレ
ク
ト
ー
ン
。競
技
と
い
う
他
人
と
運
動
で
競
う
こ

と
自
体
、や
っ
た
こ
と
が
な
かっ
た
ん
で
す
。そ
れ
な
の

に
兄
が「
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
れ
、お
前
で
も
勝
て
る

か
も
し
れ
ん
」と
か
、調
子
の
い
い
こ
と
を
言
っ
て
。そ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、た
ぶ
ん
吹
奏
楽
部
に
入
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。よ
く
よ
く
聞
く
と
、中
学
生
の
部
員

が
少
な
い
か
ら
新
入
部
員
が
欲
し
い
、と
い
う
状
況

だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

篠
原
　
そ
れ
で
も
、中
学
・
高
校
と
６
年
間
、フ
ェン

シ
ン
グ
を
続
け
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

宇
山
　
足
が
速
い
、瞬
発
力
が
あ
る
、な
ど
と
いっ
た

フ
ィ
ジ
カ
ル
を
競
い
合
う
競
技
だ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
辞
め

て
い
た
と
思
い
ま
す
。運
動
、苦
手
だ
し
。で
も
、フェン

シ
ン
グ
は
体
力
や
運
動
神
経
だ
け
で
は
勝
負
が
つ
か

な
い
ん
で
す
。対
人
競
技
だ
か
ら
駆
け
引
き
が
大
事

だ
し
、不
確
定
要
素
も
大
き
い
。僕
で
も
勝
て
る
か
も

し
れ
な
い
、と
言
っ
た
兄
は
、正
し
かっ
た（
笑
）。

篠
原
　
お
兄
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ね（
笑
）。ヨッ
ト
も

不
確
定
要
素
の
大
き
い
競
技
で
、天
候
の
急
変
な

ど
、瞬
時
に
判
断
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
ん
で
す
よ
ね
。不
確
定

要
素
の
大
き
い
競
技
は
、勝
ち
続
け
る
の
は
難
し
い

け
れ
ど
、取
り
組
む
角
度
は
無
限
に
あ
る
。そ
の
面

白
さ
は
、大
学
で
主
体
的
に
や
る
よ
う
に
な
っ
て
本

当
に
実
感
し
ま
し
た
。

人
と
の
繋
が
り
、感
謝
の
気
持
ち

を
戦
う
力
に
変
え
る

篠
原
　
競
技
生
活
で
壁
に
当
た
っ
た
と
き
は
、ど
う

や
っ
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
頼
れ
る
人
の
存
在
が
財
産
で
す
。コロ
ナ
禍

で
身
に
染
み
た
人
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、一
人
で

い
る
と
不
安
ば
か
り
が
肥
大
し
て
き
ま
す
よ
ね
。自

分
ば
か
り
が
損
を
し
て
い
る
、み
た
い
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
に
支
配
さ
れ
が
ち
。だ
か
ら
、で
き
る
だ
け
い

ろ
ん
な
人
と
繋
が
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

自
分
の
考
え
以
外
の
選
択
肢
を
与
え
て
く
れ
る
人

が
財
産
で
す
。特
に
同
志
社
の
O
B
会
は
強
力
で

す
。知
見
も
あ
る
し
、人
脈
も
広
く
て
深
い
。

篠
原
　
う
ち
の
O
B
・
O
G
の
み
な
さ
ん
、本
当
に

面
倒
見
が
良
く
て
、頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

宇
山
　
大
学
４
年
間
の
取
り
組
み
が
濃
密
だ
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。そ
の
中
で
、も
っ
と
こ
う
や
れ
ば
良
か
っ

た
、み
た
い
な
思
い
も
あ
っ
て
、そ
れ
を
現
役
生
に
還

元
し
て
い
き
た
い
、と
考
え
る
。そ
れ
が
代
々
繋
が
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
き
っ
と
同
じ
で
す
よ

ね
。最
初
は
ご
く
少
数
の
人
た
ち
が
始
め
た
マ
イ

ナ
ー
な
大
会
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。で
も
、そ
れ
に

関
わ
る
人
た
ち
が
そ
の
価
値
を
高
め
、広
げ
て
いっ

て
、選
手
た
ち
も
そ
れ
を
理
解
し
て
バ
ト
ン
を
繋
い
で

いっ
た
か
ら
、今
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。

篠
原
　
私
は
こ
の
４
月
か
ら
就
職
し
て
、バ
リ
バ
リ

働
く
つ
も
り
な
ん
で
す
が
、一
方
で
、ヨッ
ト
の
世
界
大

会
に
出
場
す
る
権
利
も
保
有
し
て
い
ま
す
。仕
事
と

ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
に
つ
い
て
、な
に
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

宇
山
　
世
界
大
会
を
目
指
す
な
ら
、仕
事
の
面
で

は
同
期
の
人
に
後
れ
を
と
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
こ
は
上
司
な
の
か
人
事
の
人
な
の
か
、相
談
し
て

リ
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。僕
も
出
社
す
る
た
び
に
、後
輩
が
自
分
の
知
ら

な
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
の
を
見
て
、後
ろ
め
た
い

や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
。そ
の
分
、結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
、と
い
う
い
い
意
味
で
の
プ
レッ
シ
ャ
ー
を
自
分
に

か
け
て
い
ま
し
た
し
、引
退
後
は
僕
な
り
の
経
験
を

活
か
し
て
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠
原
　
試
合
の
結
果
で
会
社
に
貢
献
し
て
い
る
、と

も
言
え
る
の
で
は
？

宇
山
　
で
も
、ア
ス
リ
ー
ト
が
所
属
し
て
い
る
会
社

を
お
財
布
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
う

ん
で
す
。そ
の
会
社
が
ア
ス
リ
ー
ト
を
採
用
す
る
た
め

に
、ど
ん
な
人
が
ど
う
動
い
て
く
れ
た
の
か
、ど
う
い

う
経
緯
で
、ど
う
い
う
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
く
れ
た
の
か
。

ど
う
予
算
を
確
保
し
て
、自
分
の
伝
票
を
ど
う
処

理
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
。そ
う
い
う
こ
と
は
、ち
ゃ
ん

と
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
。会
社
の
い
ろ
ん
な
部
署

の
人
た
ち
が
、自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
、そ
れ
は
自
分
の
戦
う
力
に
な
っ
て
返
っ

て
く
る
は
ず
で
す
。

Interviewer    篠原 璃音さん

生命医科学部
医情報学科　
4年次生（2022年卒業）　
体育会ヨット部
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学
生
の
主
体
性
を
信
頼
す
る
、

そ
れ
が
同
志
社
の
体
育
会

篠
原
　
も
う
何
度
も
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、金
メ
ダ
ル
が
決
ま
っ
た
時
の
お
気
持
ち
は
？

宇
山
　
そ
れ
は
正
直
な
と
こ
ろ
、ホ
ッ
と
し
た
、と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。長
い
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て

き
て
、コロ
ナ
で
さ
ら
に
１
年
延
び
て
、そ
の
間
、自
分

に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
を
か
け
続
け
て
き
た
の
で
。他
の

３
人
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、僕
は
む

1991年香川県生まれ。中学校入学と同時にフェンシ
ングを始める。2014年同志社大学商学部卒業後、大手
家具メーカーに就職。2015年8月、JOCがトップアス
リートの就職を支援する制度「アスナビ」を活用して
三菱電機に入社。最近の主な戦績は、2017年7月世界
選手権ドイツ大会個人エペ 7位、同10月ワールドカップ
スイス大会団体エペ3位、2018年8月アジア大会団体
エペ優勝。東京2020オリンピックのフェンシング男子
エペ団体で金メダル獲得。

［ ヨット部での戦績 ］

2020年度全日本学生ヨット
個人選手権大会スナイプ級

（通称インカレ個人戦） 4位
2021年度全日本学生ヨット
個人選手権大会スナイプ級

（通称インカレ個人戦） 4位
2021年度全日本学生ヨット
選手権大会

（通称インカレ団体戦）総合 4位
2021年全日本スナイプ級
ミックスヨット選手権 優勝

・

・

・

・

「
金
メ
ダ
ル
の
価
値
？

  

そ
れ
は
周
り
の
人
が

  

判
断
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
」

Pro�le   宇山 賢さん

宇山さんへの取材の中でのキーワードは「人との繋がり」だと感じました。
壁にぶつかったときは周りの人 と々話し視野を広げることで乗り越えることが
でき、逆に誰かに関われば結局は自分に返ってくる、という信念に感銘を受け
ました。東京オリンピックへ向けて活動をされる中で、周りの方 へ々の感謝の
想いと共に戦う、これこそが宇山さんの強さの秘訣なのだと学びました。私も
体育会ヨット部での活動を通して、部活動の仲間やOB・OG、大学の友達
などたくさんの方 に々助けられ、多くの繋がりに支えられました。ひとりではな
かったからこそ強くなれたと改めて感じます。今年から社会人となりますが、人と
の繋がりを大切にし、多くの人と関わり合いながら成長していきたいと思います。

取材を終えて

今回の同志社人

し
ろ
解
放
感
に
浸
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。だ
か

ら
、実
感
が
わ
い
て
き
た
の
は
、翌
日
の
記
者
会
見

の
時
で
す
。金
メ
ダ
ル
の
価
値
っ
て
、ほ
か
の
人
が
判

断
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。や
っ
ぱ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
す
ご
い
ん
だ
な
、金
メ
ダ
ルっ
て
す
ご

い
ん
だ
な
、と
。

篠
原
　
す
ご
い
と
思
い
ま
す
！ 

宇
山
さ
ん
は
学
生

時
代
に
も
、全
日
本
学
生
選
手
権
３
連
覇
や
全
日

本
選
手
権
で
の
優
勝
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。同
志

社
で
の
ど
ん
な
日
々
が
そ
う
い
う
戦
績
に
結
び
つ
い
た

の
か
、と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
居
酒
屋…

で
す
か
ね
。

篠
原
　
？
？
？

宇
山
　
中
学
生
や
高
校
生
っ
て
い
う
の
は
、コ
ー
チ
や

指
導
者
の
言
う
こ
と
を
聞
く
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

で
、指
導
者
の
方
も
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
、教
え

ら
れ
る
こ
と
を
、教
え
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。そ
こ

に
、中
学
生
や
高
校
生
の
限
界
が
あ
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。同
志
社
の
フェン
シ
ン
グ
部
に
も
、も
ち
ろ
ん
指

導
し
て
く
だ
さ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
の

枠
を
超
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
。篠
原
さ
ん

も
ヨ
ッ
ト
部
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
の
で
よ
く
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、同
志
社
の
体
育
会
の
活
動
は
教

育
の一
環
と
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。ト
レ
ー
ニン
グ
の
方

法
や
試
合
で
の
戦
術
も
、学
生
が
自
分
で
考
え
る
の

が
基
本
で
す
。世
界
の
ト
ッ
プ
が
ど
う
や
っ
て
い
る
の

か
、何
を
考
え
て
い
る
の
か
、自
分
た
ち
で
情
報
を
集

め
て
、仮
説
を
立
て
て
、ト
ラ
イ
す
る
。P
D
C
A
を

回
し
て
い
く
感
じ
で
し
た
ね
。

篠
原
　
フ
ェン
シ
ン
グ
部
の
人
、み
な
さ
ん
が
そ
う
い

う
考
え
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
自
由
な
の
で
。い

ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
て
い
い
し
、そ
れ
を
同
じ
型

に
は
め
な
い
と
こ
ろ
も
同
志
社
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
で
す
。僕
の
同
期
の
主
将
は
不
器
用
な
が
ら

も
情
熱
の
あ
る
タ
イ
プ
で
、勢
い
で
み
ん
な
を
引
っ

張
って
い
く
。よ
ー
し
、毎
日
走
る
ぞ
、お
ー
、み
た
い
な
。

副
将
だ
っ
た
僕
は
正
反
対
で
、情
報
を
集
め
て
み
ん

な
を
説
得
し
て
い
く
タ
イ
プ
。ネ
チ
ネ
チ
系
で
す
ね

（
笑
）。な
の
で
、授
業
や
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
居
酒

屋
に
集
ま
って
、発
泡
酒
と
無
限
キ
ャベツ
で
延
々
と
話

し
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。そ
ん
な
日
々
で
し
た
。

不
確
定
要
素
の
多
い
競
技
ほ
ど
、

考
え
る
力
が
試
さ
れ
る

篠
原
　
あ
、そ
れ
で
居
酒
屋
（
笑
）
。で
も
、

P
D
C
A
を
回
し
て
い
く
と
い
う
お
話
に
は
納
得

で
す
。私
の
周
り
で
も
そ
う
い
う
人
の
成
長
ス
ピ
ー
ド

に
圧
倒
さ
れ
て
き
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。宇
山
さ
ん

は
中
学
校
入
学
と
同
時
に
フェン
シ
ン
グ
を
始
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
き
っ
か
け
は
２
歳
上
の
兄
で
す
。地
元
の
高

松
に
中
高
一
貫
の
公
立
学
校
が
で
き
て
、兄
が
先
に

そ
こ
に
入
学
し
て
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
っ
て
い
た
ん

で
す
。僕
も
そ
こ
の
中
学
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
、兄

が「
部
活
、決
め
た
の
か
？
」と
。そ
も
そ
も
僕
は
運

動
が
得
意
じ
ゃ
な
かっ
た
ん
で
す
。

篠
原
　
ま
さ
か
！

宇
山
　
い
や
、ほ
ん
と
に
。習
い
事
と
い
え
ば
ピ
ア
ノ
と

エレ
ク
ト
ー
ン
。競
技
と
い
う
他
人
と
運
動
で
競
う
こ

と
自
体
、や
っ
た
こ
と
が
な
かっ
た
ん
で
す
。そ
れ
な
の

に
兄
が「
フ
ェン
シ
ン
グ
部
に
入
れ
、お
前
で
も
勝
て
る

か
も
し
れ
ん
」と
か
、調
子
の
い
い
こ
と
を
言
っ
て
。そ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、た
ぶ
ん
吹
奏
楽
部
に
入
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。よ
く
よ
く
聞
く
と
、中
学
生
の
部
員

が
少
な
い
か
ら
新
入
部
員
が
欲
し
い
、と
い
う
状
況

だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

篠
原
　
そ
れ
で
も
、中
学
・
高
校
と
６
年
間
、フ
ェン

シ
ン
グ
を
続
け
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

宇
山
　
足
が
速
い
、瞬
発
力
が
あ
る
、な
ど
と
いっ
た

フ
ィ
ジ
カ
ル
を
競
い
合
う
競
技
だ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
辞
め

て
い
た
と
思
い
ま
す
。運
動
、苦
手
だ
し
。で
も
、フェン

シ
ン
グ
は
体
力
や
運
動
神
経
だ
け
で
は
勝
負
が
つ
か

な
い
ん
で
す
。対
人
競
技
だ
か
ら
駆
け
引
き
が
大
事

だ
し
、不
確
定
要
素
も
大
き
い
。僕
で
も
勝
て
る
か
も

し
れ
な
い
、と
言
っ
た
兄
は
、正
し
かっ
た（
笑
）。

篠
原
　
お
兄
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ね（
笑
）。ヨッ
ト
も

不
確
定
要
素
の
大
き
い
競
技
で
、天
候
の
急
変
な

ど
、瞬
時
に
判
断
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

宇
山
　
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
ん
で
す
よ
ね
。不
確
定

要
素
の
大
き
い
競
技
は
、勝
ち
続
け
る
の
は
難
し
い

け
れ
ど
、取
り
組
む
角
度
は
無
限
に
あ
る
。そ
の
面

白
さ
は
、大
学
で
主
体
的
に
や
る
よ
う
に
な
っ
て
本

当
に
実
感
し
ま
し
た
。

人
と
の
繋
が
り
、感
謝
の
気
持
ち

を
戦
う
力
に
変
え
る

篠
原
　
競
技
生
活
で
壁
に
当
た
っ
た
と
き
は
、ど
う

や
っ
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
?

宇
山
　
頼
れ
る
人
の
存
在
が
財
産
で
す
。コロ
ナ
禍

で
身
に
染
み
た
人
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、一
人
で

い
る
と
不
安
ば
か
り
が
肥
大
し
て
き
ま
す
よ
ね
。自

分
ば
か
り
が
損
を
し
て
い
る
、み
た
い
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
に
支
配
さ
れ
が
ち
。だ
か
ら
、で
き
る
だ
け
い

ろ
ん
な
人
と
繋
が
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

自
分
の
考
え
以
外
の
選
択
肢
を
与
え
て
く
れ
る
人

が
財
産
で
す
。特
に
同
志
社
の
O
B
会
は
強
力
で

す
。知
見
も
あ
る
し
、人
脈
も
広
く
て
深
い
。

篠
原
　
う
ち
の
O
B
・
O
G
の
み
な
さ
ん
、本
当
に

面
倒
見
が
良
く
て
、頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

宇
山
　
大
学
４
年
間
の
取
り
組
み
が
濃
密
だ
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。そ
の
中
で
、も
っ
と
こ
う
や
れ
ば
良
か
っ

た
、み
た
い
な
思
い
も
あ
っ
て
、そ
れ
を
現
役
生
に
還

元
し
て
い
き
た
い
、と
考
え
る
。そ
れ
が
代
々
繋
が
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
き
っ
と
同
じ
で
す
よ

ね
。最
初
は
ご
く
少
数
の
人
た
ち
が
始
め
た
マ
イ

ナ
ー
な
大
会
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。で
も
、そ
れ
に

関
わ
る
人
た
ち
が
そ
の
価
値
を
高
め
、広
げ
て
いっ

て
、選
手
た
ち
も
そ
れ
を
理
解
し
て
バ
ト
ン
を
繋
い
で

いっ
た
か
ら
、今
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。

篠
原
　
私
は
こ
の
４
月
か
ら
就
職
し
て
、バ
リ
バ
リ

働
く
つ
も
り
な
ん
で
す
が
、一
方
で
、ヨッ
ト
の
世
界
大

会
に
出
場
す
る
権
利
も
保
有
し
て
い
ま
す
。仕
事
と

ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
に
つ
い
て
、な
に
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

宇
山
　
世
界
大
会
を
目
指
す
な
ら
、仕
事
の
面
で

は
同
期
の
人
に
後
れ
を
と
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
こ
は
上
司
な
の
か
人
事
の
人
な
の
か
、相
談
し
て

リ
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。僕
も
出
社
す
る
た
び
に
、後
輩
が
自
分
の
知
ら

な
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
の
を
見
て
、後
ろ
め
た
い

や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
。そ
の
分
、結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
、と
い
う
い
い
意
味
で
の
プ
レッ
シ
ャ
ー
を
自
分
に

か
け
て
い
ま
し
た
し
、引
退
後
は
僕
な
り
の
経
験
を

活
か
し
て
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠
原
　
試
合
の
結
果
で
会
社
に
貢
献
し
て
い
る
、と

も
言
え
る
の
で
は
？

宇
山
　
で
も
、ア
ス
リ
ー
ト
が
所
属
し
て
い
る
会
社

を
お
財
布
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
う

ん
で
す
。そ
の
会
社
が
ア
ス
リ
ー
ト
を
採
用
す
る
た
め

に
、ど
ん
な
人
が
ど
う
動
い
て
く
れ
た
の
か
、ど
う
い

う
経
緯
で
、ど
う
い
う
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
く
れ
た
の
か
。

ど
う
予
算
を
確
保
し
て
、自
分
の
伝
票
を
ど
う
処

理
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
。そ
う
い
う
こ
と
は
、ち
ゃ
ん

と
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
。会
社
の
い
ろ
ん
な
部
署

の
人
た
ち
が
、自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
、そ
れ
は
自
分
の
戦
う
力
に
な
っ
て
返
っ

て
く
る
は
ず
で
す
。

Interviewer    篠原 璃音さん

生命医科学部
医情報学科　
4年次生（2022年卒業）　
体育会ヨット部
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宇山 賢さんに聞く

One Purpose
同志社よ、その名は一つの目的を意味する

選挙の仕組みを分かりやすく解説する動画制
作の打ち合わせをするミエルカのメンバー

M
y 

Pu
r
p
o
s
e

挑
戦
す
る
人

高校時代、国際協力活動
を通じてロビイングに参
加し、民間の活動の重要
性に気付く。大学入学と
同時にNPO法人Mielka

（ミエルカ）へ。2020年
4月より代表を務める。

池邊 亮輔さん
神学部 神学科

3年次生
※学年は取材時の学年

　
選
挙
は
私
た
ち
の
代
表
者
を
決

め
る
、生
活
や
社
会
を
良
く
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。し
か
し
日

本
の
国
政
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
は

低
い
。こ
の
現
状
を
変
え
る
た
め
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
政
治
・
選

挙
・
投
票
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と

す
る
団
体
が
あ
る
。N
P
O
法
人

「
M
i
e
l
k
a（
ミ
エル
カ
）」。池
邊

亮
輔
さ
ん
は
そ
の
代
表
を
務
め
る
。

「
政
治
を『
じ
ぶ
ん
ご
と
』に
思
っ
て
も

ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト・プ
ロ
ジ
ェク
ト・

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、Y
o
u
T
u
b
e
を
通

し
て
選
挙
の
仕
組
み
を
解
説
し
た

り
、議
員
の
方
と
学
生
が
居
酒
屋
や

カ
フ
ェ
で
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
を

設
け
た
り
。普
段
は
政
治
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
を
提
供
し
、選
挙
が
近

づ
い
た
ら
臨
時
啓
発
と
し
て
投
票
率

向
上
に
つ
な
が
る
企
画
を
実
施
し
て

い
ま
す
」

　
ミ
エル
カ
が
自
信
を
持
っ
て
リ
リ
ー

選
挙
を「
見
え
る
化
」

意
志
決
定
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

京
都
か
ら
政
治
を

も
っ
と
、身
近
に
し
た
い

Portraits
of challengers

ス
す
る
の
が
、
独
自
サ
ー
ビ
ス

「
J
A
P
A
N 

C
H
O
I
C
E
」

だ
。各
政
党
の
公
約
比
較
、与
党

政
党
の
公
約
実
現
度
、自
身
の
考

え
に
近
い
政
党
の
マッ
チ
ン
グ
な
ど
が

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
示
さ
れ
、直
感
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
投
票

行
動
学
に
お
い
て『
選
挙
に
行
く
に

は
、投
票
に
行
く
メ
リ
ッ
ト
が
そ
の
コ

ス
ト
を
上
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。コス
ト
の
中
で

特
に
大
き
い
の
が
情
報
を
得
る
コ
ス

ト
で
す
。『
政
策
を
見
て
く
だ
さ
い
』

と
言
わ
れ
て
も
、多
く
の
人
は
忙
し

く
て
そ
ん
な
時
間
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
。政
治
情
報
を
一
元
的
に
集
約
し

た
分
か
り
や
す
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
あ
れ
ば
、意
志
決
定
に
掛
か
る
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

私
た
ち
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
、社
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て

つ
く
っ
て
い
ま
す
」

　
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
メ
ン
バ
ー

も
増
え
、今
年
度
よ
り
東
京
で
の

活
動
も
始
ま
る
。一
方
で
、池
邊
さ
ん

は
地
方
に
も
目
を
向
け
る
。「
政
治

を
考
え
る
民
間
の
団
体
は
、ほ
と
ん

ど
が
東
京
に
あ
る
ん
で
す
。ミ
エル
カ

は
京
都
に
本
部
を
置
く
団
体
と
し

インタビュー動画も
チェック

て
、地
方
選
挙
を
扱
っ
て
い
き
た
い
。

地
方
選
挙
は
選
挙
結
果
が
自
分
の

生
活
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た

め
、政
治
に
関
心
を
持
つ
入
り
口
と

し
て
重
要
視
し
て
い
ま
す
」

　
日
本
の
学
校
教
育
で
は
、政
治

の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

自
分
の
価
値
観
が
ど
の
政
党
に
近

い
の
か
を
す
り
合
わ
せ
る
よ
う
な
こ

と
は
し
な
い
。身
近
な
問
題
を
政
治

の
問
題
と
捉
え
る
こ
と
も
あ
ま
り

な
い
。政
治
が
身
近
に
な
る
こ
と
は
、

多
く
の
若
者
が
待
ち
望
ん
で
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。政
治
は
政
治
家
の
た
め

に
あ
る
の
で
は
な
く
、私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
た
め
に
あ
る
。池
邊
さ
ん
は
、

使
命
感
に
燃
え
て
い
る
。

を
考
え
る
。
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